
お もな内容

・ 農協い業部会が天皇杯受賞 (P.2～ 4)

・ 八女地区の 3農協合併へ (P.4)

。今年のおもなできごと (P.5)

・ 市政功労者。社会功労者表彰 (P。10)

。国勢調査人回は45,288人 (P。11)

CttDK∪G③
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筑後市マスコットキャラクター

｀
チ ク 号
″

,,

t
十

一
月
十

一
日
、
古
川
小
学
校
を
発

着

点
に
、
文
化
財
ウ

オ
ー
ク

ラ
リ
ー
が

あ
り
ま

し
た
。
ｆ

ウ

オ
ー
ク

ラ
リ
ー
は
、
交
差
点
や
分

岐
点
だ

け
が

書
か
れ
た
地
図
を
見
な
が

ら

、
決
め
ら
れ
た

コ
ー

ス
を
決

め
ら
れ

た
時
間

で
歩
く

野
外
競
技

で
す
。
途
中

の
ポ

イ

ン
ト
に
設
定
さ
れ
た

問
題
を
解

き
な
が

ら

、
時
間
点
と

課
題
点
を
合
計

歴
史

の
道
を

自
分

の
足

で

文
化
財
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

し

て
競

い
ま
す
。

こ

の
大
会

に
は
、

三
百
七
十
人

の
小

学
生
が
参
加

、

五
人

一
組

で
、
頭
を

ひ

ね
り
な
が

ら
約

二

□．

の

コ
ー

ス
に
挑
戦

し
ま

し
た
。

古
川
地

区
は
、
ｇ
源
上
人

（
筑
後
和

紙

の
始
祖

）
銅
像
や

浦

□
か
ま
ど
神
社

な
ど
が

あ
り

、
古
松
簡

二
や
横
枕
覚
助

と

い

っ
た
幕
末

の
志
士
を
斐
出
す

る
な

ど

、
文
化
財
に
恵
ま
れ
た
土
地

で
す
。

子
ど

も
た
な
は
、
郷
上

の
文
化
財
を

自
分

の
足

で
確

か
め
な
が
ら
歩

い
て
い

ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
´

市の木 :ク スノキ   市の花 :サザンカ



筑
後
市
農
協

い
業
部
会

（江
崎
和
幸
部
会
長
、
九
十
六
戸
）
が
、
十
月

二
十
日
、

平
成
七
年
度
農
林
水
産
祭
の
蚕
糸

・
地
域
特
産
部
門
で
天
皇
杯
を
受
賞
し
ま
し

た
。筑

後
市
か
ら
の
天
皇
杯
登
賞
は
、
昭
和
六
十

二
年
度

（
一
九
八
七
）
の
農
協

梨
部
会
に
続
く

三
度
目
で
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
筑
後
市
の
農
業
が
な

し
遂
げ
た
快
挙
に
、
称
賛
の
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

ヽ

農
協
い
業
部
会
が

農
林
水
産
祭
天
皇
杯
を
受
賞

広 報 ち く ご

L

平成 7年 12月 1 日

△「日本の畳」をアビールする、「やすらぎの和空間 inち くご」(10月 7日 ～ 8日 、農協本所で)

′，
ヽ

農
林
水
産
祭
天
皇
杯
は
、
毎
年
、
日

本
農
業
賞
な
ど
各
農
業
賞

の
最
優
秀
賞

と
、
各
農
吹
局
の
む
ら
づ
く
り
審
査
会

な
ど
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
け
た
人

た
ち
の
中
か
ら
、
農
産
、
園
芸
、
畜
産

な
ど
七
部
門
の
最
優
秀
者
に
贈
ら
れ
ま

す
。
今
年
は
、
五
百
九
十
五
人
と
十
七

事
例
が
対
象

に
な
り
ま
し
た
。

農
協

い
業
部
会
は
、
今
年

一
月
に
、

日
本
農
業
賞
大
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
し

た
。

「
稲
、
麦
、
大
豆
と

い
草
の
ブ

ロ

ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

（
計
画
的
集
団

輪
作
）
を
集
落
ぐ
る
み
で
進
め
、
二
十

一
世
紀
の
水
田
農
業

″
筑
後
型
〃
を
確

立
し
た
」
と
い
う
の
が
、
主
な
受
賞
理

由
で
す
。

四
百
年
の
伝
統
を
誇
る

筑
　
後
　
の
　
い
　
革

豊
臣
秀
吉

の
時
代

、
僧
侶

た
ち

は
、

産
業
振
興

の
目
的

で
全
国

に
出

か
け
、

各
地

に
様

々
な
産
業
を
残

し
ま
し
た
。

こ
の
な
か
で
、

い
草

は
約

四
百
年
前
、

僧

「
大
正
院
」

に
よ

っ
て
本
市

の
常

用

地
区

に
伝

え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
、

九
州

の

い
草
生
産

の
始

ま
り
だ

と
言

わ

れ

て

い
ま
す
。

市

の
南
西
部

に

い
草
が
広

ま

っ
た
理

由

に
は
、
温
暖

な
気
候

や
豊

か
な
風
土
、

ま
た
、
水
を

た
た
え
る
ク
リ
ー
ク
が
あ

っ
た

こ
と
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

以
来

こ
の
地
方

で
は
、

い
車

は
主
要

作
物

と
し

て
栽
培

さ
れ

る
と
同
時

に
、

畳
表
加
工
な
ど
地
域

経
済
を
支

え
る
伝

統
産
業

と
し

て
発
展

し

て
き
ま
し
た
。

現
在

で
は
、
約
九
十
六
紗

に

い
草
を

作
付

け
、
年
間
四
十

二
万
枚

の
畳
表
を

生
産

し

て
お
り
、
畳
表

や
花
ご
ざ

は
、

筑
後

市

の
特
産
物

と
な

っ
て

い
ま
す
。

同
部
会

で
は
毎
年

、
大
正
院

の
功
績

を
た
た
え
て

「
大
正
院
顕
彰
祭
」
を
開

い
て

い
ま
す
。

(2)
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聾先
輩
の
努
力
と
部
会
員
の
和

農
協
い
業
部
会
長

十

一
月

二
十

三
日

の
受
賞

式

で
は
、

農
林
水
産
大
臣
か
ら

天
皇
杯

の
手
渡

し

を
受
け
、
感
激

し
ま

し
た
。

い
業
部
会
が

で
き

て
三
十
余
年

、
先

輩
た
ち
の
努
力

の
積

み
重

ね
が

、
今
回

の
受
賞

で
実
を
結

ん
だ
と

思

い
ま
す
。

江
崎
和
幸
さ
ん
（下
妻
、五
九
歳
）

ン
イ
ル
会
、
あ
さ
な
ぎ
会
、
モ
デ
ル

農
家
会
は
、
自
主
的
な
研
究
活
動
で
部

会
を
引

っ
張

っ
て
く
れ
て
い
ま
す
し
、

販
売
委
員
た
ち
は
、
大
都
市
で
の
消
費

者

ニ
ー
ズ
調
査
な
ど

、
む
ず

か

し

い
仕

一

事
を

こ
な

し

て
く
れ
ま
す
。
本
当

に
感

一

謝

し

て
い
ま
す
。

い
草

の
栽
培
方
法
等

一

も
、
時
代
と
と

も
に
研
究
を
重
ね

て
、
　

一

改
良

さ
れ

て
き

て
い
ま
す
。
　
　

　

　

　

一

こ
の
受
賞

で
薄
糾
に
な

っ
た
ら
自
滅

一

し
ま
す
。
部
会

で
は
、
畳
表

に

「
天
皇

杯
受
賞
」

の
印
を
押
す
計

画
を
進
め

て

お
り
、
受
賞

の
名

に
恥
じ
な

い
製
品
づ

く
り
が
今

後

一
層
必
要

で
す
。

研
究
グ
ル
ー
プ
の

活

発

な

活

動

同
部
会

は
、

昭
和
三
十
八
年

（
一
九

六
三

）
の
農
協
合
併

と
同
時

に
結
成

さ

れ
ま
し
た
。

結
成

一
年
後

に

い
草
輸

入
自
由
化
、

そ
し

て
住
宅

の
洋
風
化
等

で
、
何
度
も

価
格
変
動

に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の

間
、

い
業

部
会

で
は
、
経
営

の
安
定
化

の
た
め

に
、
原
草

の
生
産
だ

け
で
な
く
、

畳
表
製
造

ま
で

の

一
貫
経
営

へ
の
転
換

し
も
つ
ま

を
進

め
、
現
在

で
は
五
十
七
戸
が

一
貫

経
営

に
取
り
組

ん
で

い
ま
す
。

昭
和

五
十
年
代

に
は
、
円
高

に
よ
る

輸

入
増

な
ど
で
持

に
経
営
環
境
が
厳

し

く
な
り
、
そ

の
対
策

と
し

て
、
部
会

で

は
体
質

改
善

に
取
り
組

み
ま
し
た
。

‥
原
草
生
産
を
担
当
す

る

「
生
産
委
員

会
」

そ
し

て
消
費
者

ニ
ー
ズ

調
査
を
行

う

「
販
売
委
員
会
」
を
設
置

し
、
品
質

向
上

に
取
り
組
ん

で

い
る
ほ
か
、
二

つ

の
研
究

グ

ル
ー
プ
を
設
置

し
、
活
発

な

活
動
を
続

け

て

い
ま
す
。

口
先
進
技
術
等
開
発
グ

ル
ー
プ

「
み
ず

た

ソ
イ

ル
会
」

昭
和

六
十
年

（
一
九
八
五
）、
後
継
者

た
ち
が
、
生
産
技
術
向
上

や
高

品
質

畳

表

加
工
を
目
的

に
結
成

し
た
研
究

グ

ル

ー
プ

で
す
。
土
づ

く
り
を
基
本

と
し
た

原
草
生
産

、
畳
表
製
造
技
術
向
上

、
流

通
対
策
等
を
中

心

に
、
先
進
的
な
取
り

組

み
で
部
会

を
引

っ
張

っ
て

い
ま
す
。

ソ
イ

ル
会

の
メ
ン
バ

ー
が
始

め
た
、

畳
表
製
造

へ
の
生
産
者
名

の
押
印
が
、

流
通
業
者

に
信
頼
感
を
与

え
、
製

品
単

価

の
上
昇
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

団
技
術

の
展
示
普

及

グ

ル
ー
プ

「
モ
デ

ル
農
家
会
」

い
業
部
会

に
は
、
地
区
毎

に
各
支
部

が
あ

り
ま
す
。
昭
和

五
十

四
年

（
一
九

七
九

）
栽
培
技
術
向
上
を

め
ざ

し

て
支

部
毎

に

一
戸

の
モ
デ
ル
農
家
を
設
置

、

昭
和

六
十

二
年

（
一
九
八
七

）
か
ら
は
、

ソ
イ

ル
会

が
開
発

し
た
新
技
術
を
普

及

展

示
し
、
各
支
部

の
栽
培
技
術
向
上

に

役
立

っ
て

い
ま
す
。

日
経
営

。
生
活
改
善
グ

ル
ー
プ

「
あ
さ

な
ぎ

会
」

原
草
生
産

か
ら
畳
表
製
造

ま

で
の

一

貫
経
営

に
は
、
高
額

の
設
備
投
資
が

と

も
な

い
、
経
営
内
容

の
把
握
が
心
要

で

す
。
あ

さ
な
ぎ
会

は
、
昭
和

六
十

二
年

（
一
九
八
七

）
に
若
妻
会

を
母
体

に
し

て
発
足
、
帳
簿

に
よ
る
経
営
分
析

。
点

検

を
始

め
ま
し
た
。

現
在

で
は
、
パ

ソ
コ
ン
に
よ
る
経
営

分
析
を
行

い
、
問
題
点
を
発
表
す

る
な

ど

の
ほ
か
、
粉
塵

ダ

ク
ト

の
設
置

な

ど
、

女
性

の
立
場

で
の
作
業
環
境

改
善

の
提

言

も
多

く
見

ら
れ
ま
す
。

地

域

ぐ

る

み

の

ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

ブ

ロ
ッ
ク

ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
は
、
地

区
内

の
水

田
を

三
～
四

の
大

き
な
ブ

ロ

ッ
ク

（
区
画

）
に
区
分

し
、
毎
年

ブ

ロ

ッ
ク
を
移

動

さ

せ
て
転
作

（
主

に
大

豆

）

を
実
施

し

て

い
き
ま
す
。

定

期
的
な

サ
イ

ク
ル
で
、
米
、
麦

、

大
豆
、

い
草
を
集
団

で
輪
作
栽
培
す

る

こ
と
で
、
機
械

の
共

同
利
用

に
よ
る

コ

ス
ト
低
減

、
作
業

の
省
力
化

な
ど
が

で

き
ま
す
。

ま
た
、
畑
状
態

の
転
作

田
と
水
国

の

交
互
作
付

け
を
行
う

こ
と
で
、
地
力
も

回
復

し
、
収
量

や
品
質

も
向
上
し
ま
す
。

こ
の
よ
う

に
、
ブ

ロ

ッ
ク

ロ
ー
テ
ー

シ

ョ
ン
と

い
う
、
地
域

ぐ
る
み

の
集
団

的
な
土
地
利
用
を
取
り

入
れ
た
こ
と
で
、

い
草
、
米
、
麦
、
大
豆

の
生
産
性
が
向

上

し
、
新

し

い
経
営
形
態

と
し

て
注
目

を
集

め

て

い
ま
す
。

機
械
の
共
同
利
用
や

先

進

技

術

の

導

入

こ
の
ほ
か
、

い
草
の

「
先
刈
り
」
の

実
施
や
、
土
壌
診
断
に
よ
る
土
づ
く
り

と
有
機
肥
料
使
用
の
義
務
化
、
そ
し
て

畳
の
色
落
ち
を
防
ぐ
た
め
の
加
工
技
術

確
立
な
ど
、
他
産
地
に
さ
き
が
け
た
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
寒

い
冬

に
田
植
え
を
し
て
、

夏
の
炎
天
下
に
収
穫
す
る
い
草
は

「
生

き
る
か

（
い
切
る
か
）
死
ぬ
か
」
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
の
過
酷
な
労
働
で
し
た
。

こ
の
改
善
の
た
め
、
昭
和
五
十
年
代

か
ら
共
同
利
用
体
制
に
よ
る
機
械
装
備

を
進
め
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
県
内
初

の
泥
染
乾
燥
シ
ス
テ
ム
や
移
植
機
の
導

入
で
、　
一
連
の
機
械
化
作
業
体
系
が
確

立
し
、
省
力
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

(3)
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畳

の
良
さ
を

Ｐ
Ｒ

毎
年

、
農
業

ま

つ
り
で
は

「
や
す
ら

ぎ

の
和
空

間

ｉ

ｎ
ち
く
ご
」

と
銘
打

っ

た
イ

ベ

ン
ト
を

開

い
て

い
ま
す
。

こ
の
イ

ベ

ン
ト

で
は
、
畳
表

や
花
ご

ざ

な
ど

い
草
製

品

の
展

示
即
売

や
畳
表

替

え

の
特

別
割
引

き
な
ど
を
行

い
な
が

ら
、
畳
が

日
本

の
歴
史

・
文
化

に
果
た

し

て
き
た
役
割
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
施
設
等

に
畳
表
を
プ

レ

ゼ

ン
ト
す

る
な
ど
、
地
域

へ
の
貢
献
も

欠

か
し
ま

せ
ん
。

十

一
月

二
十

三
日

に
は
、
東
京

明
治

神
宮

で
表
彰
式
典
が
あ
り
、
江
崎
部
会

長
や
吉

田
組
合
長
、
馬
場
市

長

ら
が
参

加

し
ま
し
た
。

住
宅

の
和
室
減
少

や
外
国
産
畳

の
輸

入
な
ど
、

い
業
部
会
を

取
り
巻

く
環
境

は
依
然

と
し

て
き
び

し

い
も

の
で
す
。

同
部
会

で
は
、
協
業
化

や
機
械

の
共

同
利

用

に
よ
る
規
模

拡
大

や

コ
ス
ト
低

減

、
労

働
時

間

の
短
縮
な
ど
を

よ
り

一

層
進

め
、
天
皇
杯

受
賞

を
機

に
、

さ
ら

に
高

品
質

の
製

品
作

り
を
目
ざ

し

て

い

ま
す
。

さ

ら

に
品
質

向

上

を

み
ず
た
ソ
イ
ル
会
会
長

二
十
三
歳
の
時
に
い
草
を
作
り
始
め

現
在
で
は

一
生
一一衿
″
に
栽
培
し
て
い
ま

す
。ン

イ
ル
会
は
現
在
八
人
で
、
い
草
の

生
育
期
に
全
員
の
田
ん
ぼ
を
見
て
回

っ

た
り
、
で
き
あ
が

っ
た
ご
ざ
を
見
く
ら

富

安

悦

司

さ

ん

（井

田

下

、
四

五
歳

）

べ
た
り

し
な
が
ら

、
技
術
向
上

に
努

め

て
い
ま
す
。
会
員
が

作
る
製
品
は
、
プ

ラ
イ

ス
リ
ー
ダ
ト
の
役
割
を
果
た

し

て

い
る
と

思

い
ま
す
。

自
分

の
思

い
通
り
に

い
車
が

で
き
た

時
は
本
当
に
う
れ

し

い
も

の
で
す
が

、

な
か
な
か
う
ま
く

い
き
ま

せ
ん
。

最
近
機
械
化
が

進
ん
で
き
ま
し
た
が

、

ま
だ
ま
だ
手
作
業

の
部
分
も
多
く
、
田

植
え

の
時

に
は
腰
が
痛

く
な
り
ま
す
。

移
植
機
を
使

い
始
め
て
今
年
で
二
年
目
、

性
能

の
向
上
が
待
た
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

天
皇
杯
受
賞

を
機

に
、
さ
ら
に
品
質

向
上
を
め
ざ

し

て
い
き
ま
す
。

福岡八女農協
実 現 ヘ

十

一
月
十
三
日
、
筑
後
市
農
協
本
所

で
、
八
女
地
区
の
八
農
協
の
合
併
予
備

契
約
の
調
印
式
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
調
印
を
受
け
、
各
農
協
で
は
十

二
月
二
日
に
合
併

の
た
め
の
臨
時
総
会

を
開
き
ま
す
。
ウ≡
」
で
了
承
さ
れ
れ
ば
、

来
年
四
月

一
日
に
、
農
産
物
販
売
高
約

二
百
四
十
億
円
と
県
内
最
大
、
全
国
で

も
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の

「
福
岡
八
女
農
業

協
同
組
合
」
（
仮
称
）
が
生
ま
れ
ま
す
。

統

一
ブ

ラ

ン

ド

戦

略

も

今
回
合
併
を
計
画

し

て

い
る
の
は
、

筑
後
市

、
八
女
市

、
福

岡
立
花
、
広
川

町
、
上
陽
町
、
黒
木
町
、
星
野
村

、
矢

部
村

の
八
農
協

で
す
。

農
畜
産
物

の
輸

入
自
由
化

や
担

い
手

の
減
少
、
そ
し

て
高
齢

化
な
ど
、
農
業

を

取
り
巻

く
環
境

は
た

い
へ
ん
厳

し

い

も

の
で
す

。

こ
の
問
題

に
対
応

し

て

い

こ
う

と
、
農
協

の
合
併

は
全
国

で
進
め

ら
れ

て

い
ま
す
。

福

岡
県

で
は
、
昭
和

四
十

八
年

（
一

九
七
三

）

の
農
協
県
大
会

で
、
県
内

の

農
協

を

二
十

二

に
合
併

す

る
方
針
を
決

定

、
昭
和

三
十

六
年

（
一
九
六

一
）
に

三
百

三
十

四
あ

っ
た
県
内

の
農
協

は
、

現
在

四
十

八
ま

で
合

併

が
進

ん
で

い
ま

す
。合

併

に
よ

っ
て
、
組
合

員
数

、
職
員
、

事
業
量
、
資
金

量
等
を
拡
大

さ

せ
、
営

農
指
導

や
購
売

、
信

用
事
業
等

の
各
事

業
を
充
実

し

て

い
こ
う

と

い
う

の
が
ね

ら

い
で
す
。

ま
た
、
統

一
ブ

ラ

ン
ド

に
よ

っ
て
市

場
競
争

力
を

ア

ッ
プ
し
た
り
、
多
様
化

す

る
組
合

員

や
地
域

の

ニ
ー
ズ

に
、
よ

り
き
め
細

か
に
応

え
た
り
し
な
が
ら
、

農
家
経
営
基
盤

の
強
化
を
図

り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
も
増
し
た

き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を

昨
年

一
月

に

「
八
女
地
区

Ｊ
Ａ
合
併

事
務
局
」
を
設
立

し
、
合
併
基
本
構
想

の
策
定
等

の
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
年

五
月

に
は

「
八
女
地
区

Ｊ
Ａ
合
併

委
員
会
」

（
会

長
＝
吉
田
政

人
筑
後

市

農
協
組
合

長

）
を
発
足

さ
せ
、
合
併
条

件

の
調
整
等

の
作
業
を
進

め

て
き
ま
し

た
。同

時

に
、
各
集
落

や
生
産
部
会
等

の

単
位

で
組
合
員
座
談
会
を

開

い
て
、
合

併

の
必
要
性
を
訴

え

て
き
ま
し
た
。

十

二
月

二
日

の
臨
時
総
会

で
、
出
席

し
た
正
組
合
員
数

の
三
分

の
二
以
上

の

賛
成

が
あ
れ
ば
、

こ
の
合
併
契
約

が
正

式

に
承
認

さ
れ
る

こ
と

に
な
り
ま
す
。

八
農
協

の
合
併

が
実

現
す

る
と
、
正

組
合
員
数

は

一
万
四
千

六
百
五
人
、
貯

蓄
残
高

は
約
千

四
百
七
十
五
億
円

に
な

り
ま
す
。

（
数
字

は

い
ず

れ
も
今
年

二

月
末

現
在

）

新
農
協

の
愛
称

は

「
Ｊ
Ａ
ふ
く
る
か

八
女
」

で
す
。
大

き
く
な

っ
て
パ

ワ
ー

ア

ッ
プ
す

る
農
協

に
、

こ
れ
ま

で
に
も

増

し
た
、
地
域
密
着
型

の
き
め
細

か
な

活
動
が
求

め
ら
れ

て

い
ま
す
。

△ 8農協の組合長と市町村長が勢揃いした調印式

八女地区の8農協が
合併予備契約調印

(4)
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今
年

は
、
サ
ザ

ン
ク

ス
筑
後

の
開
館

や
市

制
施
行

四
十
周
年

行
事

な
ど

、
記

念

の
年

と
な

り
ま
し
た
。

一
年
間

の
筑
後
市

の
で
き
ご

と
を
振

り
返

っ
て
み
ま
す
。

‐２
月

（昨
年
）

▽
定
例
市
議
会

、
選
挙
運
動
費

用

の
公

費
負
担
な
ど
決
ま
る

▽
人
権
を
考
え
る
市
民

の

つ
ど

い

（
６

日

）
１
月

▽
今
年

の
新
成
人

７
１
６
人

▽
久
留
米
綿
入
れ
は
ん

て
ん
協

同
組
合

か
ら
、
阪
神
大

震
炎

の
被
奏
地
兵
庫

県

淡
路

町

へ
、
は
ん

て
ん
３
、
９
２
０
着

を
寄
贈

（
１９
日

）

▽
農
協

い
業
部
会
が

、
日
本
農
業
賞
大

賞
を
受
賞

（
２７
日

）

▽
女
性

問
題
懇
話
会

か
ら
市

長
に
、
３７

項
目

の
提
言

（
２７
日

）

２
月

▽
阪
神
大
震
奏
被
害

に
、
９
５
０
万
円

を
超
え

る
義
援
金

▽
北

長
田
の
矢
部
川
河
川
敷

に
、
人

工

ほ
た

る
浦
完
成

、
ほ
た

る
保
存
会
が

幼

虫

４
、
０
０
０
匹
を
放

流

（
１０
日

）

▽
ご

み
対
策
審
議
会

か
ら
、
ご

み
減
量

と

再
資
源
化

に
関
し

て
、
市

長
に
提
言

（
２０
日

）

▽
山

ノ
井
交
差
点

に

「
羽
犬

の
像
」
が

登

場

（
２８
日

）

３
月

▽
マ
ス
コ
ツ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
に

「
チ

ク
号
」
決
定

　

「
緑

の
憲

章
」
制
定

▽
３
月
議
会

で

「
生
涯
学
習
都
市
宣
言
」

▽
サ
ザ

ン
ク

ス
筑
後

開
館

・
市
制
施
行

４０
周
年
式
典

（
１
日

）

▽
商

工
祭

（
３
日

）

▽
市
制
４０
周
年
ち

っ
ご

マ
ラ
ン
ン
大
会

（
５
日
）

▽
市
制
４０
周
年
ち
び

っ
子
玉
二
郎
シ

ョ

ト

（
１１
日
）

▽
３０

房

級
の
は
し
ご
車
導
入
（
１６
日
）

４
月

▽
生
け
垣
設
置
助
成
金
制
度

ス
タ
ー
ト

▽
久
恵
浄
水
場
パ
ワ
ー
ア
ツ
プ
し
て
稼

働▽
八
女
租
泉
園
が
、
筑
後
い
ず
み
園
と

し
て
下
北
島
に
新
築
移
転

▽
県
知
事
・県
議
会
議
員
選
挙
（
９
日
）

▽
市
議
会
議
員
選
挙

（
２３
日
）

５

月
▽
市
民
会
館
解
体
工
事

（
９
月
ま
で
）

▽
大
雨
で
市
内
各
所
に
被
害

（
１
日
）

▽
自
動
車
運
転
免
許
試
験
場
新
庁
舎
完

成

（
１
日
）

▽
川
と
水
を
守
る
運
動
に
１
万
人
以
上

が
参
加

（
７

・
‐４
日
な
ど

）

▽
臨
時
市
議
会
で
、
弥
吉
議
長
、
篠
原

副
議
長
、
山
□
監
査
委
員
決
ま
る

（
９

。
１０
日
）

▽
大
和
公
民
館
に
中
央
公
民
館
北
部
出

張
所
開
設

（
２‐
日
）

６
月

▽
ふ
く
し
の
安
心

ノ
ー
ト
制
作

▽
矢
部
川
流
域

下
水
道
協
議
会
設
立
（
午

日

）
▽
市
立
病
院

、
第

３
土
曜
日
外
来
休
診

に▽
ふ
れ
あ

い
ひ
ろ
ば
　
車

い
す

で
ま
ち

を
点
検

（
側
日

）

▽

「
筑

後
広
域
公
園
」
を
都
市
計

画
決

定

（
２‐
日

）

▽
筑
後
か
す
り
市

開
催

（
２４

・
２５
日

）

７
月

▽
市
立
病
院
に
理
学
療
法
科
設
置

（
１

日

）
▽
平
和
を
考
え

る
市

民
の

つ
ど

い

（
１９

日

）
▽
柳
屋
小
さ
ん
独
演
会

（
２‐
日

）

▽
中
央
商
店
街
ふ
れ
あ
い
ナ
イ
ト
市

（
２２
・

２９
日

）

▽
参
議
員
議
員
通
常
選
挙

（
２３

日

）

▽
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
ど

自
優

（
３０

日

）

，

３

月
▽
欠
塚
古
墳
公
園
オ
ー
プ

ン

（
１
日
）

▽
市
内
の
小
中
高
生
２‐
人
が
、
人
材
育

成
事
業
で
韓
国
訪
間
研
修

（
２
～
５
日
）

▽
筑
後
市
美
術
展

（
１７
～
２３
日
）

▽
羽
犬
塚
中
の
古
道
元
将
君
、
剣
道
全

国
大
会
で
３
位
入
賞

（
２２

・
２３
日
）

９
月

▽
定
例
市
議
会
で
森
田
基
之
教
育
長
を

再
任

▽
各
校
に
で
老
人
福
祉
大
会

▽
ち

っ
ご
祭

（
９
日

）

▽
福
祉
バ
ザ
ー

ル

（
１０
日

）

１。
月

▽
国
勢

調
査
実
施

、
人

□
は
４
万
５
、

２
８
８
人

に

▽
久
富
公
民
館

で
地
域
デ
イ

サ
ー
ビ

ス

開
始

（
６
日

）

▽
農
業
ま

つ
り

（
７

・
８
日

）

▽
ち

っ
ご

ス
ポ

ー
ツ

フ

エ
ス
テ
ィ
バ

ル

に
３
、
３
０
０
人
参
加

（
８

ｏ
‐０
日

）

▽
農
協

い
業
部
会
が

、
農
林
水
産
祭

天

皇
杯
を
受
賞

（
２０
日

）

Ｈ
月

▽
松
竹
大
歌
舞
伎
公
演

（
１１
日

）

▽
わ
た
し
た
ち
の
健
康

フ
エ
ア

（
１２
日
）

▽
八
女
地

区
の
人
農
協
が
合
併
予
備
契

約
調
印

（
４３
日

）

▽
か
す
り

の
里
め
ぐ

り
ｉ

ｎ
高
江
（
２５

，

２６
日

）

サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
が
開
館

文
化
・情
報
の
発
信
基
地
に

今
年
の
お
も
な
で
き
ご
と

△サザンクス筑後の開館セレモニー

△NHKの ど自捜

(5)
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ふ
る
さ
と
再
発
見

永
江
美
代
子
さ
ん
（上
北
島
、６９
歳
）

福

岡

の
友
が
訪
ね

て
来

て
、
急

に
船

小
屋

へ
泊

る
話
に
な
り

、
夕
方
か
ら
温

泉
宿

の
三
階

二
〇
八
号
室

の
人
と

な

っ

た
。
料

理
を
部
屋

へ
運
ん

で
も
ら

い
、

ビ
ー

ル

一
本

で
女

二
人
良

く
お

し

や
べ

り
し
、
良

く
笑

っ
て
夜
は
更
け
た
。

翌
朝
六
時

二
十
分

こ
ろ
、
見
慣
れ
た

船

小
屋

の
こ
と
と

そ
う
気

に
も
せ
ず

、

カ
ー

テ
ン
と

窓
を
開
け

る
と

、
そ

こ

で

見
た
風
景

の
な
ん
と

す
ば
ら

し

い
こ
と

だ

ろ
う
。
東

の
空
は
茜
色

に
輝
き
、
連

な

っ
た
山
々
に
紫
色

の
雲
が
棚
引
い
て
、

ま

る

で

一
幅

の
絵
を
見

て
い
る
よ
う
。

見
と

れ

て
皆
声

も
出
ず

、
き
れ

い
か

っ

た
ね
と

の
た
め
患
。

せ
せ
ら
ぎ

の
川
に

底

霧
か
す
ん

で
赤

い
橋
が
美

し
く
、
向

う
岸

の
大
樹
は
静
ま
り

、
今

に
も
貫

一

お
宮
が
出

て
来
そ
う
。

船
小

屋
が

こ
ん
な
に
素
晴
ら

し

い
と

は
地

元
に

い
て
も
分
ら
ず

、
船
小

屋
再

発
見
だ

っ
た

。

今
後
益
々

の
発
展
を
希

っ
て

お
湯
が
出
た
お
湯
が
出
た

船
小

屋
の
こ
の
地
に
お
湯
が
出
た

皆
さ
ん

一
度
は
お

い
で
よ

サ
ノ

ヨ
イ

ヨ
イ
　
サ
ノ

コ
イ

ヨ
イ

井
口
健
二
郎
さ
ん
（野
町
、
７２
歳
）

「
友

、
遠
方
よ
り
来

る
ヾ

又
楽

し
か

ら
ず
や

」
乳
子

の
こ
の
言
葉
通
り
、
１０

月
末

阿
蘇

で
の
同
期
会

で
学
友
達
と

久

し
振

り
に
会

っ
て
、
懐
旧

の
情

一
入
だ

っ
た
。

古
稀
を
過
ぎ
た
ば

か
り
と

は
言
え

、

紛
も
無
く
老
人

の
集
り

で
あ

る
。

□
を

吐

い
て
出

る
の
は
先
ず

お
互

い
の
健
康

た
気
分
に
な
る
か
ら

不
思
議
だ

。
友
と

は
そ
ん
な
も

の
だ

ろ
う
。
阿
蘇

の
五
岳

を
脊
に
、
見
渡
す

限
り
壁

の
よ
う

に
立

ち
は
だ

か
る
外
輪
山
に
囲
ま
れ
た
広
大

な
カ

ル
デ

ラ
の
眺
め
は
、
正
に
此
処

で

し
か
味
わ
え
な

い
。
私
達
は
展
望
台

に

し
ば
う

降

り
る
と
暫

く
は
石
像

に
な

っ
て
立
尽

し
た
ま
ま
だ

っ
た
。

大
分

に
帰

る
友
を
観
光

駅
ら

し

い
ウ

エ
ス
タ

ン
風

の
阿
蘇

の
プ

ラ

ッ
ト

ホ
ー

ム

で
見
送
り
、
ふ
と
気
が
付

く
と

ホ
ー

ム

一
杯
に
遅

い
コ
ス
モ
ス
が

病

開
だ

っ

た

。

す
。
初
め
は
も
う
大
変

で
し
た
。
針

の

目
に
糸
は
通
ら
な

い
し
、
手
は
松
か
さ

み
た

い
に
カ
サ
カ
サ

で
糸
が
引
掛
り
、

そ
れ
に
も
め
げ
ず

一
生
懸
命
頑
張

っ
て

い
ま
す
。

人
間
夢
中
に
な
れ

る
物
が

あ
る
と

い

う

の
は
、
最
高

に
幸
せ
な
事
だ
と

思

い

ま
す
。
者
れ
か
ら
、
私

の
祖
父
が

「
人

間
は

一
生
涯
修
業
だ
」
と

言

っ
て
い
た

の
を
思

い
出

し
ま
し
た
。
全
く
そ

の
と

お
り
だ
と

こ
の
年

に
成
り
痛
感

し
て
い

ま
す
。

今
朝

、
と

っ
て
も
良

い
話
を

ラ
ジ
オ

で
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
九
十

四
歳

の
お
ば
あ
さ
ん
が
ち
ぎ
り
絵

の
個

展
を

開
か
れ
た
と

い
う
話

で
す
。
そ

の
お
ば

あ
さ
ん
は
、
七
十
八
歳
か
ら
習

い
始
め

今
日
に
至

っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

又
々

フ
ア
イ
ト
が

湧

い
て
き
ま
し
た
。
歳
を

取
る
ほ
ど

に
指
先
を
使
う
事

は
、
大
変

い
い

っ
て
い
い
ま
す
。
そ

の
お
ば
あ
さ

ん
も
そ
う
言
わ
れ
た
そ
う

で
す
。
私
は

ま
だ
ま
だ

ひ
よ

っ
こ
、
今
夜
も
せ

っ
せ

と
夜
な
べ
に
精
出

し
ま
し

ょ
う
。

と
病
気

の
話
。
車

で
言
う
な
ら
中
古
草

も
良

い
所

で
、
誰
も
が

一
つ
や

二
つ
は

不
良

部
品
を
抱
え
込
ん

で
い
る
が

、
未

だ
現
役

で
仕
事
を
し
て
い
る
者
も
居
て
、

な
か
な
か
ど

う

し

て
元
気
な
じ

い
さ
ん

ば
か
り

で
あ

る
。

幹
事
が
選
ん
だ
場
所
が
良

か

っ
た
。

好
天
に
も
恵
ま
れ
、
阿
蘇

の
大
自
然

に

囲
ま
れ
た

い
こ
い
の
村

で
の
会
合

は
言

う

こ
と

な
し
。
展
望
風
呂

の
温
泉
は

、

大
き
な
硝

子
窓
越

し
に
山
肌
が

目

の
前

に
迫
り

、
緑
が

目
に
染

み
る
よ
う
だ

。

夕
食

で
は
馳
走
ど

こ
ろ

で
は
な
く
、
積

る
話
に
時
を
忘
れ

、
部
屋
に
一戻

っ
て
か

ら

も
学
生
時
代

の
話
に
花
が
咲
き
深
更

に
及
ん
だ
。

翌
朝

、
解
散
後
に
大
分

の
Ｎ
君
と

中

岳

の
噴
炎

□

へ
□
―
プ

ウ

エ
イ

で
登

っ

た

。

五
十
年
ぶ
り
に
学
生
時
代
に
戻
り
、

二
人
で
炎
□
周
辺
の
遊
歩
道
を
歩
く
と
、

タ
イ

ム

ス
リ

ツ
プ

し

て
本
当

に
若
返

っ

ロ■日
□

誼

五
十

の
手

習

城
島
ア
ツ
子
さ
ん
（尾
島
、
５０
歳
）

ま

っ
た
く

私
と

き
た
ら
、
好

き
安

の

飽
き
安
な
ん

で
す
。
色

々
な
も

の
に
挑

戦

し

て
み
る
も

の
の
長
続
き
せ
ず

、
娘

か
ら
も
、
主
人
か
ら
も
、
果
れ
を

通
り

越

し

て
無
視
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
れ
が
ど

う
し
た

こ
と

か
、
今
度
ば

か
り
は
長
く
続

い
て
い
ま
す
。
そ
れ
も

パ

ツ
チ

ワ
ー
ク
に
挑
戦

し

て
い
る
の

で

=■

絵画グループ「トロヮ」
t、っき

大 島  斉さん

散 与 道
投善のページ
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つ
ぶ
や

末
永
　
伝
さ
ん
（久
富
、
８６
歳
）

明
治

、
大
正
、
昭
和
、
さ
ら
に
平
成

と

生
き
ぬ

い
て
、
幾
多

の
苦
難
を
乗
り

越
え
、
乗
り
越
え

て
。

平
和

の
礎
築

き
た

る
誇
を
胸

に
堂
々

と

、
あ
ふ
れ

る
気
力
を
惜

し
ま
ず

に
出

し
切

っ
て
、
現
代

っ
子

の
範
と

な

る
よ

う
努
め
よ
う
。

長
命
と

長
寿

は
違
う
と
誰

か
言
う
、

早
寝

、
早
起
き
、
食
を
考
え
退

屈
な
し

の
毎

日

で
、
長
寿

で
社
会
奉
仕

に
朝
け

暮
れ

て
。

変
わ
る
世
相

に
何
時

で
も
対
話

で
き

る
よ
う
に
、
趣
味
と

教
養
を
高
め
る
事

を
忘
れ
ず

に
、
迎
え

の
使
者
は
は
ね

の

け

て
元
気
出
そ
う
。

老
人
は
世
間
を
狭
く
す

る
と
誰

か

い

う
。
昔

の
肩
書
を

□
に
す

る
の
は
謹
ん

で
、
友
違
作
ろ
う
老
若
男
女

の
区
別
な

く
、
出

か
け
よ
う
、
招

こ
う
、
語
ろ
う

、

大

い
に
笑
お
う
。
老
人

の
願

い
は

一
途

に
長
寿

で
天
命
を
待

つ
事
だ
。

日
々
、
睛
耕

雨
読

で
退
屈
も
感
じ
ず

じ
ま

い
、
我
は
農
民
。

働

市
役
所
な
ど
で
は
、
年
末
年
始
の
休

み
に
と
も
な

い
、
業
務
の

一
部
を
変
更

し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

〔市
役
所
窓

口
〕
１２
月
２９
日
④
～
１
月

３
日
い
休
み

〔市
立
病
院
〕
１２
月
２９
日
④
～
１
月
３

・帽
い
休
み
　
な
る
、
１２
月
３．
日
①

。
１

月
１
日
⑪

。
２
日
ω

。
３
日
い
は
日
曜

祝
日
の
当
番
医
と
な

っ
て
い
ま
す
。

〔燃
え
る
ご
み
収
集
〕
１２
月
３。
日
①
～

１
月
３
日
い
休
み

〔ご
み
の
持
込
み
〕

▽
燃
え
る
ご
み
は
、

人
女
西
部
清
掃
工
場

（
前
津
ａ
⑦

７
５

３
６
）

へ
。
１２
月
３。
日
①
は
午
後

４
時

半
（
３．
日
⑪
は
正
午
ま
で
。
１
月
は
４

日
い
午
前
８
時
半
か
ら

▽
燃
え
な

い
ご
み
は
、
筑
後
中
部
清
掃

工
場

（
ａ
＠

７
３
８
７
）

へ
。
１２
月
は

３。
日
⑭
正
午
ま
で
。
１
月
は
４
日
い
午

前
８
時
半
か
ら

〔
し
尿
く
み
と
り
〕
１２
月
３。
日
①
～
１

月
４
日
い
休
み
。
年
末
年
始
は
混
雑
し

ま
す
の
で
、
２。
日
い
ま
で
に
申
込
み
を
。

〔
不
用
犬
引
取
り
〕
１２
月
２６
日
ω
～
１

月
３
日
い
休
み

（総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
〕
１２
月
２８
日
い

～
１
月
３
日
い
休
み

〔
サ
ン
コ
ア
〕
１２
月
２８
日
い
～
１
月
４

日
い
休
み

（水
田
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
〕
１２

月
２９
日
④
～
１
月
３
日
ｍ
休
み

〔窓
ケ
原
体
育
館
、
小
中
学
校
体
育
館
、

郷
土
資
料
館
〕
１２
月
２８
日
い
～
１
月
４

日
い
休
み

老
人
の
呟

き

年

末

年

始

で

休

み

ま

す

農
業
関
係
申
告
書
は

忘
れ
ず

に
税
務
課

ヘ

税
務
課

で
は
、
農
業
関
係
申
告
書

の

受
付
を

し

て

い
ま
す
。

申
告
書

は

「
田
畑
耕
作
面
積
異
動
申

告
書
」

と

「
大
農
機
具
異
動
申
告
書
」

の
２
種
類

で
、
す

で

に
農
政
区
を
通
し

て
配
布

し

て

い
ま
す
。

今
年

１
年

間

で
、

こ
れ
ら

の
内
容

に

異
動
が
あ

っ
た
人
は
、
必
ず

税
務

課
市

民
税
係

（
ａ
０

４
１
１
１
内
線

１
７
６
）

へ
届

け

て
く
だ

さ

い
。

償

却

資

産

に

は

固

定

資

産

税

課

税

償
却
資
産

と
は
、
法

人
や
、
個
人

で

工
場

。
商
店

・
農
業

な
ど
を
経
営

し

て

い
る
人
が
、
そ

の
事
業

の
た
め

に
使

う

機
械

、
器
具
、
備
品
な
ど

で
す
。

（
例

え
ば

、
商

品
陳
列
棚
、
業
務
用
冷
蔵
庫

、

農
業
施
設
等

）

囲
申
告
し
て
く
だ
さ

い

所
有
者

は
、
毎
年

１
月

１
日
現
在

の

償
却
資
産

の
状
況
を
、

１
月

３．
日
い

ま

で
に
税
務

課

へ
申
告

し

て
く
だ

さ

い
。

事
業
を
続

け

て

い
る
間
は
、
毎
年
申

告
が
必
要

で
す
。

団
必
要
な
書
類

は

前
年

度
ま

で
に
申
告

し

て

い
る
所
有

者

に
は
、
・２
月
中

に
書
類
を
送
り
ま
す
。

新

し
く
事
業
を
始

め
た
人
は
、
税
務

課
固
定
資
産
税
係

（
倉
０

４
１
１
１
内

線

Ｉ
７
３
）

へ
問
合

せ
の
う

え
申

告

し

家
な
ど
を
壊
し
た
ら

今

年

中

に

届

出

を

１
月

１
日
現
在

で
家
屋
を
所
有

し

て

い
る
人

に
は
、
固
定
資
産
税
が

か
か
り

ま
す
。

家
屋
を
壊

し
た

と
き

に
届

け
な

い
で

お
く
と
、
引

き
続

き
家
屋
が
あ

る
も

の

と
し

て
課
税

さ
れ
ま
す
が
、

こ
の
届

け

を
忘
れ

る
人
が
毎
年

た
く
さ
ん

い
ま
す
。

平
成

７
年
中

に
家
を
壊

し
た
人
は
、

・２
月

２８
日
い

ま

で
に
、
印

か
ん
を
持

っ

て
税
務

課
固
定
資
産
税
係

へ
届

け

て
く

だ

さ

い
。
ま
た
、
登

記
し

て

い
な

い
家

屋
を
売
買
な
ど
し
た
人
も
、
同

じ
よ
う

に
届

け

て
く
だ

さ

い
。

て
く
だ
さ
い

ちょっとしたことでいいんです
(あなたの声を投書にしてください)
団エッセイ (随筆)な ど

季節にちなんだエッセイ、思い出にまつわるエッセイ、い

ま思うこと、市政に対する意見。提言、まちづくりの夢など

囲私のおすすめ

私のOO自慢、私の宝物、私の好きな市内の風景、サーク

ル紹介、地域の話題、健康法、ごみ減量法など

いずれも、400字程度にまとめ、題名、住所、氏名、年齢、

電話番号を書いて、はがきか封書でお願いします。

投書の中から毎月数点を広報紙に掲載し、掲載された人に

は記念品を贈ります。

なる、編集の都合で、原文を要約したり、表現を変えたり

することがあります。また、送っていただいた投書や写真は、

原則としてお返ししません。

◆あて先 〒833筑後市大字山ノ井898番地 筑後市企画課
「散歩道係」奮①4111(内線152)
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サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
第
６
回
例
会

。
人
権
週
間
協
賛
事
業

京
来
座

第
四
十
六
回
文
化
庁
芸
術
祭
賞
受
賞

中
西
　
和
久

ひ
と
り
芝
居

ι
社
ｆ
～

脚
本
・
演
出
／
ふ
じ
た

あ
さ
や
　
出
演
／
中
西
和
久

‐２
月
７
日
（木
）午
後
６
時
半
開
演
（午
後
６
時
開
場
）

サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
小
ホ
ー
ル

前
売
　
一
般
￥
２
５
０
０
（当
日
３
０
０
０
）
子
ど
も
￥
１
０
０
０
（当
日
１
５
０
０
）

な
ぜ
葛

の
葉

は
、
最
愛

の
わ
が
子

と
別
れ
、
夫
保
名

と
別
れ

て
信
太

の

森

へ
帰

っ
て
行

っ
た

の
か
…
…
？

歌
舞
伎

「
葛

の
葉

子
別
れ
」

で
知
ら

れ

る

（
信
田
妻
伝

説
）

の
さ
ま
ざ
ま

を
渡

り
歩

き
な
が

ら
伝
説
を
支
え
た

民
衆

の

〃
夢

〃
に
迫

る
ひ
と
り
芝
居
。

中
西
和
久
が
保
名
、
高
の
葉
、
童

子
丸
、
そ
し
て

「
孤
」
。
こ
れ
ら
を

一
人
で
ど
う
演
じ
る
の
か
。

そ
の
早
変
わ
り
も
み
も
の
で
す
。

中
西
和
久
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

劇
団

「
芸
能
座
」
に
お

い
て
俳
優

修
行
。　
一
九
七
七
年

「
浅
草
キ
ヨ
シ

伝

・
強

い
ば
か
り
が
男
じ
ゃ
な

い
と

い
つ
か
教
え
て
く
れ
た
人
」

（井
上

ひ
さ
し
作

・
小
沢
昭

一
演
出
）
で
初

舞
台
。
人
六
年
よ
り
自
作
の
ひ
と
り

芝
居

「
人
の
玉
の
は
な
し
」
を
も

っ

て
全
国
行
脚
の
旅
を
は
じ
め
る
。
八

九
年

「
し
の
だ
づ
ま
考
」
初
演
。
以

来
二

つ
の
ひ
と
り
芝
居
を
も

つ
て
巡

演
中
。
ひ
と
り
芝
居

「
し
の
だ
づ
ま

考
」

の
演
技
で
九

一
年
度
第
四
六
回

文
化
庁
芸
術
祭
賞
を
受
賞
。

主
な
出
演
作
品
…
…
舞
台

「
し
み

じ
み
日
本

・
乃
木
大
将
」

「
国
語
事

件
殺
人
辞
典
」

（
井
上
ひ
さ
し
作

・

木
村
光

一
演
出
）

「
ベ
ッ
カ
ン
コ
お

に
」
、
ふ
じ
映
画

「
親
驚
、
自

い
道
」

（
三
國
連
太
郎
監
督
作
品
）
他
。

サザンクス筑後第7回例会・芸術文化振興基金助成事業

開館 1周年記念演奏会・ 剛 観評Rれ%籟望露霜
劇冊

谷   弘
浦 豊 明
混声合唱団

「いのちの祝祭」を歌う会
オーケストオ 九 州 交 響 楽 団

ベートーヴェン:交響由第 5番ハ短調「運命」 op.67
ラフマニノフ:ピアノ協奏曲第 2番ハ短調 op.18
菅野 由弘 :「いのちの祝祭」～合唱とオーケストラのための～

(川崎 洋詩)
2月 4日伯)午後6時開演 サザンクス筑後大ホール
前売 :一般 ¥5,000(当 日5,500)子 ども¥3,000(当 日3,500)

(全席自由)

熊 谷  弘

一呆

熊

松

東

揮

ノ

唱

ア

指

ピ

合

第
７
回
例
会
は
、
サ
ザ

ン
ク
ス
筑
後

開
館

一
周
年
記
念
演
奏
会
。

筑
後
市
制
四
十
周
年
、
サ
ザ

ン
ク
ス

筑
後
落
成
記
念
に
委
嘱
制
作
し
た
、
合

唱
付
交
響
曲

〃
い
の
ち
の
祝
祭
〃
初
演

を
メ
イ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
、
出
演
者
は

指
揮

・
熊
谷
弘
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

・
九

州
交
響
楽
団
、
ピ
ア
ノ
・松
浦
豊
明
、
合

唱

・
東
京
混
声
合
唱
団
、

い
の
ち
の
祝

祭
を
歌
う
会
と

い
う
豪
華

メ
ン
バ
ー
。

本
格
的
な
プ

ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が

筑
後
市
で
演
奏
す
る
の
は
東
京
交
響
楽

団

（
昭
和
五
十
八
年
十
月
二
日
、
八
女

高
体
育
館
）
以
来
二
回
目
。

プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
オ
ー
プ

エ
ン
グ
は

よ
く
ご
存
じ
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
の
交

響
曲
第
５
番

〃
運
命
〃
。
あ
の
力
強

い

施
律
を
素
晴
ら
し

い
プ

ロ
の
演
奏
で
十

分
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

三
曲
目
は
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
ビ

ア

ノ
協
奏
曲
第
二
番
。

こ
の
曲
は
チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー
の
ピ

ア
ノ
協
奏
曲
と
並
び

有
名
な
曲
。

ピ

ア
ニ
ス
ト
は
、
国
内
外

の
ピ

ア
ノ

コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
を
務
め
る
な
ど

日
本
の
巨
匠
と
言
わ
れ
る
松
浦
豊
明
。

そ
し
て
最
後
は
、　
〃
い
の
ち
の
祝
祭
〃

の
初
演
。

全
プ

ロ
グ

ラ
ム
ニ
時
間
、
重
厚

で
質

の
高

い
プ

ロ
グ

ラ
ム
は
注
目
を

受
け

て

い
ま
す
。

■
い
の
ち
の
祝
祭

■

郷
土
に
ゆ
か
り
の
あ
る
詩
人

・
川
崎

洋
さ
ん
と
国
際
的
に
活
躍
す
る
若
手
作

曲
家

・
菅
野
由
弘
さ
ん
に
依
頼
し
て
で

き
た
合
唱
曲

〃
い
の
ち
の
祝
祭
〃
は
、

も
と
も
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
曲
と
し
て
制

作
さ
れ
た
。

五
月
に
合
唱
団
員
を
公
募
、
地
元
合

唱
団
や
市
民
を
中
心
に
約
九
十
人
が
参

加
。
小
学
生
か
ら
六
十
歳
代
、
職
業
、

経
験
も

マ
チ
マ
チ
。
虻
川
圭
賞
さ
ん

（九

州
大
谷
短
大
助
教
授
）
、
副
島
峰
美
さ
ん

（声
楽
家
）
の
指
導
で
、
十
月
の
コ
ー

ラ
ス
祭
で
中
間
成
果
を
発
表
、
好
評
を

博
し
た
。

二
月
は
、
北
九
州
の
合
唱
団
も
こ
の

話
を
聞
き
特
別
参
加
。

こ
れ
に
プ

ロ
の

合
唱
団
東
京
混
声
合
唱
団
が
加
わ
り
、

百
五
十
人
の
大
合
唱
団
と
な
る
。

演
奏
す
る
九
州
交
響
楽
団
も
通
常

ス

タ
イ
ル
よ
り
弦
部
門
を
増
員
し
て
六
十

七
人
。
総
勢
三
百
人
以
上
が
ス
テ
ー
ジ

を
埋
め
る
。

指
揮
者
で
ミ

ュ
ー
ジ

ッ
ク

・
デ
イ
レ

ク
タ
ー
の
熊
谷
弘
さ
ん
は

「
質
の
高

い

曲
、
そ
れ
も
行
政
が
作
り
、
市
民
と
プ

ロ
が

一
緒
に
な

っ
て
初
演
す
る
の
は
、
全

国
に
類
が
な

い
。
素
晴
ら
し

い
ホ
ー
ル

が
で
き
た
意
義
は
大
き
い
。
ぜ
ひ
素
晴

ら
し

い
演
奏
会

に
し
た

い
」
と
言

っ
て

い
る
。

(3)



お もな催 し物 案 内 12月分

筑
後
が
生
ん
だ
ス
タ
ー
″田
中

健
〃

が
里
帰
り
し
、
初
の
本
格
的
な
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

田
中
　
健

プ

ロ
フ
ィ
ー
ル

本
名
・
田
中
研

一
、
市
内
熊
野
出
身
。

八
女
高
時
代
バ
ン
ド
結
成
、
一
九
七

二
年

「あ
お
い
健
」
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
。

七
四
年
俳
優
を
志
し
、
芸
名
を
田
中

健
に
変
更
。
以
後
、
映
画
、
テ
レ
ビ
で

活
躍
、
数
多
く
の
演
技
賞
を
受
賞
。
中

堅
を
代
表
す
る
ス
タ
ー
に
成
長
。

．
俳
優
の
他
、
音
楽
活
動
も
行
い
、
九

〇
年
か
ら
は
、
南
米
の
イ
ン
カ
古
典
楽

器
ケ
ー
ナ
ー
の
奏
者
と
し
て
も
活
躍
。

ス
テ
ー
ジ
オ
ベ
レ
ー
タ
ー

初

級

講

座

サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後

で
は
、
舞
台
裏

を
支
え
る
ス
テ
ー
ジ
サ
ブ
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
養
成
講
座
を
開
き
ま
す
。

（期
間
〕
来
年

１
月
８
日
か
ら
３
月

ま
で
の
毎
週
月
曜
日
午
後

７
時
半
か

ら
、
１２
回

〔会
場
〕
サ
ザ

ン
ク
ス
筑
後

〔内
容
〕
舞
台

・
音
響

・
照
明
の
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
の
仕
事
を
体
験
、
学
習

す
る
講
座
。
サ
ザ

ン
ク
ス
筑
後

の
舞

台

ス
タ
ッ
フ
が
講
師
に
な
り
、
舞
台

芸
術
の
歴
史
や
、
舞
台
裏
で
使
わ
れ

る
専
門
用
語
、
演
出
技
術
、
舞
台
制

作
等
の
基
礎
知
識
を
習
得
す
る
も
の

〔対
象
〕
高
校
生
以
上
の
男
女

（受
講
料
〕
１
万
円

（申
込
み
〕

１２
月
１５
日
④
ま
で
に
サ

ン
ク
ス
筑
後

へ
。

今
月
の
休
館
日

４
日
⑪
、
■
日
⑪
、
１８
日
⑪
、
２５

日
∩
、
２６
日
ω
、
２９
日
④
、
３。
日
ω
、

３．
日
①

ｌ
月
１
日
⑪
、
２
日
い
、
３
日
∩

ロ ロ

ロ ロ

サリツクス筑議 蒻8回例全・心心白

“

田と日生B集

(圭 E)(財l筑後市文化観翼公社・筑後市教育螢員会

l蘭合せt語予約)
サザンクス筑後 (ao942‐ 54‐ 1200)

ア
オ
キ
楽
番
店

＾
女
し

ン
リ

ア
瀬

高

店

サ
ザ
レう
ス
舞
俊
。ロ
ー
ツ
ン

2回公澱

コ

"…
ト

異

開催 日 催  し  物 会 場
開演
時間
前売券

主催・

問合わせ先

2tD

JA筑後市総会 大ホール JA筑後市

那須正幹 (児童文学
作家)講演会

小ホール 14:00 50(l円

市子どもの教育・

文化を支える会
52-4370

3(日 )
唄と踊りの集い

本郷直樹シヨー
小ホール 10:00 130(l円

スナック愛
65-0422

7休l

サザンクス筑後
第 6回例会
中西和久ひとり芝居
「しのだづま考」

小ホール 18:30
一般2500円

子とも1000円

サザンクス筑後

54‐-1200

9 tD

親と子の名作アニメ

上映会
大ホール 13:40 800Fと l

富士映画
(092)
922-2556

「障害者の日」
記念大会

小ホール 13:30 無  料 市福祉事務所

10(日 ) 幸福の科学 御聖夜祭 大ホール 18100
幸福の科学
福岡南支部

141オ、l
JA青色申告会総会
及び記念講演

小ホール 13:30 JA筑後市

14～ 17
(オ、l(日 )

ブランド衣料バーゲン
イベント
ホール

グットヒル

(093)
471-1000

15
⑥
～ 17
(日 )

フラワーデザイン展 ギャラリー
福岡フラワー

デザインスクール

筑後教室

16tD チャリテイー歌謡シヨー小ホール
芸能花の会
(0958)
27-1553

17(日 )

第7回はばたけ
未来つ子合唱祭

大ホール13i30
23-6688

創価学会
(0943)

フルー ト・ピアノ

発表会
小ホール 13:00

片岡和代
22-6339

クリスマスコンサート 小ホール 18:30
柿添安芸子
52-0198

20～24
m (日 )

写真展「有明海の夕焼け」
―ほっとするとき― ギャラリー

横溝雅和
53-3956

230 クリスマス会 小ホール 14:00
和泉幼稚園
53-2866

24(日 ) ジュニア・コンサート小ホール 13:00
桜陽会
(0943)
23-3217

(9)



広 報 ち 〈 ご

平成 7年度

市政功労者・社会功労者表彰

平成 年 月  日

1筆

「ⅢrttI.―

十

一
月
十
五
日
、
サ
ン
コ
ア
で
、
平

成
七
年
度
の
市
政
功
労
者

・
社
会
功
労

者
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
の
は
、

つ
ぎ
の
み
な
さ

ん
で
す
。
　

　

　

　

　

　

（
敬
称
略
）

〔
地
方
自
治
〕
近
藤
馨

（北
長
田
、
六

二
歳
）
田
中
敏
行

（
水
田
中
、
七
三
歳
）

〔教
育
文
化
体
育
〕
荻
野
繁
彦

（
上
富

久
、
六
〇
歳
）
中
尾
正
俊

（
徳
久
、
七

七
歳
）．
故
田
村
猛
、
故
井
上
幾
就

（防
災
治
安
〕
末
継
學

（
山
ノ
井
中
、

六
〇
歳
）
椛
島
清
美

（鶴
田
、
七
四
歳
）

深
町
輝
男

（和
泉
東
、
七

一
歳
）

〔環
境
保
健
〕
故
新
宮
正
久

〔納
税
〕
四
ケ
所
納
税
組
合

市
政
功
労
者
・社
会
功
労
者
表
彰
は
、

昭
和
五
十
九
年

（
一
九
八
四
）
の
市
制

施
行
三
十
周
年
を
機
に
始
め
ら
れ
ま
し

た
。毎

年
、
市
の
政
治
、
経
済
、
文
化
、

社
会
、
そ
の
他
の
各
分
野
の
功
労
者
が

表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

△前列が表彰されたみなさん

秋

の

褒

章
け

い
　
し

ろ
う

渡
辺
啓
之
郎
さ
ん

秋
の
褒
章
受
章
者
が
十

一
月
二
日
付

で
発
表
さ
れ
、
教
育
や
福
祉
、
産
業
振

興
等
に
貢
献
し
た
人
に
贈
ら
れ
る
藍
綬

褒
章

に
、
渡
辺
啓
之
郎
さ
ん

（
長
浜
、

七
六
歳
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

歩
い
て
歩
い
て

．

健
康
づ

く

り

歩
こ
う
会
が
県
知
事
表
彰

ち
く
ご
歩

こ
う
会

（
近
本
廣
次
会

長
、

百

人

）
が
、
福

岡
県
健
康

づ
く
り
推
進

大
会

で
、
健
康

運
動
推
進
実
践
グ

ル
ー

プ
奨
励
賞

を
受
賞

し
ま
し
た
。

歩

こ
う
会

は
、
結
成
後
十

一
年

に
な

り
ま
す
。
会

員

は
、
子
ど
も

か
ら
高
齢

者

ま

で
さ
ま
ざ

ま

で
、
年

間
約
二
十

回

の
例
会

を

開

い
て
健
康
づ

く
り
を

し

て

い
ま
す
。
歩

く
距
離

は

一
回

で
平
均
十

渡
辺

さ
ん

の
受
章

は
、
長
年

の
保
護

司

と
し

て
の
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も

の

で
す
。

秋

の

叙

勲

富

久

亀

男
さ
ん

ま
た
、
秋
の
叙
勲
で
、
富
久
亀
男
さ

口
．

、
宿

泊

し

て
百

口
．
を
歩

く

こ
と
も
あ

り
ま
す
。

十
月
十
九

日

に
県
庁

で
表
彰
を

受
け

た
近
本
会

長
は

「
こ
れ

か
ら
も
会

員
を

増
や
し

て
、
協
力

し
な
が
ら
や

っ
て

い

き
た

い
」

と
話
し

て

い
ま
し
た
。

ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー

三

級

修

了

者

筑
後
市
で
初
め
て
の
県
指
定
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
が
、
中
央
公
民
館

の
事
業
と
し
て
五
月
か
ら
九
月
ま
で
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
座
で
、
四
十

一
人
が
五
十
時

間
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
修
了
し
、
市
長

名
の
修
了
証
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

修
了
し
た
の
は
、

つ
ぎ
の
み
な
さ
ん

で
す
。
　

　

　

　

　

　

　

（
敬
称
略
）

馬
場
富
恵
、
平
井
千
鈴
、
山
口
辰
江
、

尋
木
典
子
、
楢
原
る
り
子
、
石
橋
静
代
、

山
崎
満
子
、
青
木
紀
栄
子
、
西
岡
美
保

子
、
佐
野
静
香
、
本
田
安
恵
、
永
露
峯

ん

（
島

田
、
七
〇
歳

）
が
、
勲
五
等
双

光
旭

日
章

を
受
章

し
ま
し
た
。

秋

の
叙

勲

は
、
長
年

に
わ
た

っ
て
地

域

や
社
会

に
貢
献

し

て
き
た
人

に
贈

ら

れ
ま
す
。

富
久

さ
ん

の
受
章

は
、
元
公
立
高
校

長
等
、
教
育

分

野

で
の
功
績
が
認

め
ら

れ
た
も

の
で
す
。

子
、
古
賀
秀
美
、
柿
本

ま
ゆ
み
、
大
河

豊

子
、
赤
司
恵

子
、
福

田
節
子
、
古
賀

和

子
、
江
頭
久
美

子
、
吉
武
光

子
、
森

裕
美

子
、
塩
塚

マ
リ
、
辻
久

子
、
松
尾

初

美
、
加
藤

人
美

、
今
里
ち
さ
と
、
竹

島

八
千
代

、
倉
富

明
雄
、
牟

田

口
和
久

、

山

口
孝

子
、
山

口
千
代

子
、
福
原
真
由

美

、
徳
永
憲

子
、
黒

田
敬
子
、
永

田
八

重

子
、
近
藤

浩
子
、
富

田
美
千
代
、
富

田
り
よ
、
宮

崎
聖

子
、
西
山
久
美
子
、

松
熊
潤

△近本会長 (右)と 事務局の藤田さん

零翻機田
旧

12月 24日 までに30枚以上出した人
から、抽せんで2,000人 に「ふるさ
と小包」をプレゼントします。
くわしくは、お近くの郵便局へ。
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平成 7年 12月 1 日広 報 ち く ご

ご

み
収
集
車
を
購
入△過去 6回の国勢調査結果

十

一
月
十
五
日
に
、
平
成
七
年
度
の

「
厚
生
年
金

・
国
民
年
金
積
立
金
還
元

融
資
」
を
受
け
て
、
ご
み
収
集
車
を
購

入
し
と
し
た
。．

こ
の
融
資
事
業
は
、
み
な
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ

い
た

年
金
保
険
料
の

一

部
を
使

っ
て
、
国
が
、
生
活
向
上
や
福

祉
の
増
進
に
役
立

つ
と
思
わ
れ
る
事
業

に
融
資
す
る
も
の
で
す
。

新
し

い
収
集
車
は
、
白

い
ボ
デ
ィ
ー

で
、
ド
ア
と
後
部
に

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の

″
チ
ク
号
〃
が
描
か
れ
い

す
で
に
市
内
を
回

っ
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。

人

口

増

加

に

拍

車

人
口
は
四
万
五
、
二
人
八
人

十
月

一
日
の
国
勢
調
査
に
協
力
を

い
　
　
代
後
半
か
ら
人
口
が
増
え
始
め
ま
し
た
。

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ど
ざ

い
ま
し
た
。
　
　
　
今
回
は
、
前
回

（
平
成
二
年
）
に
比

筑
後
市
で
独
自
集
計
を
進
め
た
結
果
、　
　
　
べ
て

一
、
四
五
二
人
増
え
ま
し
た
。
増

人
口
総
数
は
四
万
五
、

二
八
八
人
に
な
　
　
加
率
は
三

・
三
智
で
す
。
前
々
回

（
昭

り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
男
性
が
二
万

一
、
　

　

和
六
十
年
）
か
ら
前
回
の
増
加
数
は
四

四
五
五
人
、
女
性
が
二
万
三
、
人
三
二
　
　
七
六
人

（
増
加
率

一
。
一
智
）
で
し
た

人
、
世
帯
数
は

一
万
三
、
〇
七
四
で
す
。　
　
　
の
で
、
人
口
増
加
の
傾
向
が
、
よ
り
明

過
去
六
回
の
国
勢
調
査
の
結
果
は
、
　

　

ら
か
に
な

っ
た
と
言
え
ま
す
。

別
表
の
と
お
り
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
世
帯
数
も
前
回
に
比
べ
て

一
、

筑
後
市
で
は
、
昭
和
四
十
年
代
か
ら
　
　
一
二

八

（
増
加
率

一
〇

・
三
で
）
と
大

企
業
誘
致
に
力
を
入
れ
始
め
、
Ｊ
Ｒ
や
　
　
き
く
増
加
し
、
こ
の
結
果
、　
一
世
帯
当

国
道
、
高
速
道
路
等
の
交
通
条
件
に
恵
　
　
た
り
の
人
数
は
、
三

・
五
人
と
減
少
が

ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

っ
て
、
四
十
年
　
　
続
き
ま
し
た
。

来
月
口万
で
は
、
行
政
区
別
の
人
口
を

一
ク

リ

・

シ

作

戦

は

９

日

お
知
ら

せ
す

る
予
定

で
す
。
　

　

　

　

　

・

△苗植えを終えて記念撮影

まちを

花でいつぱいに

羽犬塚駅前で花いっばい運動

―
花
づ
く
り
で
心
豊
か
な
ま
ち
を
―

市
で
は

い
ま
、
花

い
っ
ぱ

い
運
動
を
進

め
て
い
ま
す
。

十

一
月
十

一
日
に
は
、
Ｊ
Ｒ
羽
犬
塚

駅
前
広
場
の
植
樹
帯
に
、
地
元
停
車
場

区
の
み
な
さ
ん
約
二
十
人
が
、
花
手
鞠

約
二
百
本
を
植
え
ま
し
た
。

参
加
し
た
人
た
ち
は
、
植
樹
帯
の
草

を
取
り
、
肥
料
を
ま

い
て
、　
一
本

一
本

心
を

こ
め
て
花
手
鞠
を
植
え
ま
し
た
。

こ
の
日
は
第
二
土
曜
日
で
、
月
に

一

度
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
実
施
日
で
し
た
。

市
で
は
、
今
回
の
よ
う
に
、
空
き
か

ん
や
ご
み
を
拾
う
ク
リ
ー
ン
作
戦
と
花

づ
ぐ
り
を
合
わ
せ
て
進
め
、
美
し

い
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て

い
ま
す
。

※
こ
の
数
字
は
、
結
果
の
早
期
公
表
を

目
的
に
市
で
独
自
に
集
計
し
た
も
の
で
、

後
日
総
務
庁
か
ら
正
式
に
発
表
さ
れ
る

数
字
と
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
口
当
て
ク
イ
ズ

一
位
は
今
里
ち
さ
と
さ
ん

国
勢

調
査

人

口
当

て
ク
イ
ズ

に
は
、

二
十
五
人

の
応
募

が
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
う
な

い
ち
ば
ん
近
か

っ
た
の
は
、

今
里
ち
さ
と
さ
ん

（前
津
、
五
六
歳
）
の

・四
万
五
、

三
人
○
人

で
し
た
。

四
万
五
、

二
人
人

に
近

い
人
か
ら
十

人

に
、
記
念
品
を
送

り
ま
す
。

花
い
っ
ば
い
運
動
も
同
時
に

・２
月
の
ク
リ
ト
ン
作
戦
は
、
９
日
ω

に
行

い
ま
す
。

道
路
や
公
園
等
に
捨

て
ら
れ
て
い
る

空
き
か
ん
や
ご
み
等
を
回
収
し
て
、
午

前
９
時
半
か
ら
１０
時
半
ま
で
に
市
役
所

裏

の
駐
車
場
に
持

っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

今
月
の
重
点
地
区
は
古
川
校
区
で
、

午
前
９
時
半
に
古
川
小
学
校
の
正
門
付

近
で
清
掃
を
始
め
ま
す
。
ま
た
、
花

い

っ
ぱ

い
運
動
も
同
時
に
行

い
ま
す
。

収
集
用
の
ご
み
袋
が
必
要
な
人
に
は
、　
　
ｎ
ｗ

環
境
課

（
奮
０
４
１
１
１
内
線
３
７
２
）
　

　

側
】

で
お
渡
し
し
ま
す
。

年  次 総 数 男 女 世帯数 世帯当

1970(昭和45) 38,688 18,248 20,440 8,815 4.4

1975(昭和50) 39,520 18,659 20,861 9,479 4.2

1980(昭和55) 41,698 19,879 21,819 10,446 4,0

1985(昭和60) 43,359 20,611 22,748 11,224 3.9

1990(平成 2) 43,835 20,787 23,048 119856 3.T

1鶉5(平成 7) 軋 2“ 21i455 23,833 13,074

国
勢
調
査
早
期
集
計
結
果
①
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翻:し嵩劇
Pで蹟議

中
央
公
民
館

の
筑
後

ふ
れ
あ

い
塾

、

演
劇
教
室

の
第

六
回
発
表
会

が
、
十
月

二
十
六
日
、

サ
ザ

ン
ク
ス
筑
後

で
あ

り

ま
し
た
。

今
回

の
演

目
は
、
水
上
勉
原
作

の
「
ブ

ン
ナ
よ
木

か
ら
お
り

て

こ

い
」

で
、
五

十
嵐
康
治
九
州
大
谷
短
大
教
授

の
演
出
、

演

じ
る
の
は
二
十

二
人

の
塾

生
た
ち

で

す
。二

十

二
人

の
う
ち
半
数

以
上

は
初

心

者

で
、

ど
の
公
演

に
向

け

て
、
六
月

か

七
毎

週

一
回

の
合

同
練

習
を
始

め
ま
し

た
が
、
な
か
な
か
全
員

が
揃

う

こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
練
習

の
中

で
は
、

先
生

か
ら

の
指
導

は
も
ち
ろ
ん
、
経
験

者

が
初

心
者

に

ア
ド
バ
イ

ス
す

る

こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
緊
張

の
た
め
か
、
台
本

一

ペ
ー
ジ
分

の
セ
リ

フ
が
飛
ん
だ

り
、

セ

リ

フ
と
動

き
が
合

わ
な
か

っ
た
り
も
し

ま
し
た
が
、
み
ん
な

で
カ
バ

ー
し
合

っ

て
、
子
蛙

の
ブ

ン
ナ
が
、

い
ろ

い
ろ
な

生

き
物

と
出
会

い
な
が
ら
成
長
し

て

い

く
様
子
を
演

じ
切
り
ま
し
た
。

ま
た
、
照

明
や
音
響

、

ア
ナ
ウ

ン
ス

な
ど
は
、

サ
ザ

ン
ク
ス
筑
後

の
ス
テ
ー

ジ

サ
ブ
オ

ペ
レ
ー
タ
ー

・
ア
ナ
ウ

ン
サ

ー
養
成
講
座

の
受
講
生
た
ち
が
実
技
講

習

と
し

て
担
当

し
卜
舞
台
を
裏

か
ら
支

え
ま
し
た
。

高
齢
化
社
会

の
ラ
イ

フ
サ
イ

ク
ル
と

健
康

・
体
力
づ

く
り
を

テ
ー

マ
に
、
十

一
月
十

二
日

「
私
た
ち

の
健
康

フ

ェ
ア

射
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

会

場

と
な

っ
た

サ

ン

コ
ア
と
保
健

セ

ン
タ
ー
な
ど
に
は
、
健
康
づ
く
り
や
体

力
診
断
の
ほ
か
、
環
境

コ
ー
ナ
ー
や
青

空
市
場
な
ど
二
十
六
の
コ
ー
ナ
ー
が
作

ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま

し
た
。

高
齢
化
社
会

に
対
し
て
市
民
の
関
心

も
高
く
、
特
に
、
体
力
診
断

コ
ー
ナ
ー

や
骨
粗
し
ょ
う
予
防
食
の
試
食

コ
ー
ナ

ー
な
ど
に
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
集
ま

っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
医
師
の
斉
藤
茂
太
さ
ん
の
講

演

「
イ
キ
イ
キ
健
康
管
理
術
」
や

エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
演
技
も
あ
り
、
参
加
者
全
員

で
、
健
康
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま

し
た
。

わたしたちの健康フェア'95

演劇教室発表会「ブンナよ木からおりてこい」

と

と

【生

●　　“　　　・，」附

を紹介

敷
の
出
で
快
い
汗
亡

市
民
八
イ
キ
ン
グ

十

一
月
二
日
、
熊
本
県

の
矢
護
山
で

第
二
十
八
回
市
民

ハ
イ
キ
ン
グ
が
行
わ

れ
、
家
族
連
れ
や
友
人
グ
ル
ー
プ
な
ど
、

七
十
八
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

一
行
は
、
朝
七
時
過
ぎ
に
市
役
所
前

を
出
発
、
九
時
半
か
ら
、
四
班
に
分
か

れ
て
登
山
を
始
め
ま
し
た
。
登
山
を
指

導
す
る
の
は
、
ち
く
ど
山
の
会

の
メ
ン

バ
ー
で
す
。
途
中
三
回
の
休
憩
を
取

っ

て
植
物
観
察
な
ど
を
し
な
が
ら
、
昼
前

に
項
上
に
着
き
ま
し
た
。

あ

い
に
く
の
曇
り
空
の
た
め
、
景
色

を
楽
し
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
程
よ

い
運
動
の
後
で
食

べ
る
弁
当

の
味
は
格
別
の
よ
う
で
し
た
。

当
初
、
目
的
地
は
九
重
連
峰
の
三
俣

山
で
し
た
が
、
硫
黄
谷
噴
火
の
た
め
に

ｔ

変
更
に
な
り
ま
し
た
。
矢
護
山
は
観
光

向
き
の
山
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
岩
場

が
少
な
く
、
歩
く
時
間
も
ち
ょ
う
ど
良

か

っ
た
よ
う
で
す
。

昼
食
休
憩
後
、　
一
行
は
下
山
を
開
始
、

旭
志
村
の
温
泉
で
疲
れ
を
取

っ
て
、
筑

後
市
に
帰

っ
て
来
ま
し
た
。

夫切書巴

L
〕
一
ｔ

(12)
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プ
レ
超
ン
ト
阻

船
小
屋
温
泉
朝
市

一
周
年

昨
年
十
月

に
始

ま

っ
た

「
船

小
屋
温
　
　
朝
市

が
始

ま
り
ま
し
た
。

泉
朝
市
」
が
、　
一
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
　

　

　

朝
市

で
は
、
み
か
ん
や
柿

、
自
菜

や

こ
の
朝
市

は
、
観
光
協
会

、
船

小
屋
　
　
大
根

な

ど

の
新
鮮
な
野
菜

と
果
物
が
飛

温
泉
協
会

、
筑
後
市
農
協
婦
人
部

な
ど
　

　

ぶ
ょ
ぅ

に
売

れ

て

い
ま
し
た
。
ま
た
、

が
協
力

し
、
船

小
屋
温
泉

を
活
性
化

さ
　
　

団
子
汁

や
ポ

ッ
プ

コ
ー

ン
も
売

ら
れ
、

せ
よ
う
と
開

い
て

い
ま
す
。
　

　

　

　

　

　

約
千

人

の
人

で
に
ぎ

わ

い
ま

し
た
。

そ

一
周
年
を

記
念
し

て
紅
白

も
ち

と

夕
　

　

し

て
、　
一
周
年

に
ふ
さ
わ
し
く
、

ふ
る

オ

ル
が
配
ら
れ
た
十
月

二
十

二
日
は
、
　

　

ま

い
酒

や
新
米

の
プ

レ
ゼ

ン
ト
な
ど
も

午
前
七
時
半

の
開
場
前

か
ら
、
会

場

の
　

　

買

い
物
客
を
喜
ば

せ
て

い
ま
し
た
。

船

小
屋
鉱
泉
源

公
園

に
た
く
さ
ん

の
人
　
　
　
船

小
屋
温
泉
朝
市

は
、
毎
週
日
曜

日

が
並
び
、
予
定
を

三
十
分
繰

り
上
げ

て
　

　

の
朝

七
時

か
ら
開

か
れ

て

い
ま
す
。

く    ｀

irill―

あ

まちの

中生

サ
ザ

ン
ク
ス
筑
後

は
、
市
内

の
学
校

の
文
化
祭
等

に
も
使

わ
れ

て

い
ま
す
。

十

一
月
七
日

に
は
、
筑
後
中

学
校

（
大

石
勝
宏

校
長
、
六
百
七
十

五
人

）
の
文

化
祭
が
、
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

同
校

の
文
化
祭

で
は
、
六
日

に
校
内

で
各
種
作

品

の
展
示
を
行

い
、
七
日

に

サ
ザ

ン
ク
ス
筑
後

で

ス
テ
ー
ジ
部
門
を

行

い
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ

で
は
、
生
徒

に
よ
る
英
文

暗

唱
、

コ
ー
ラ
ス
部

の
合

唱
、
ブ

ラ
ス

バ

ン
ド
部

の
演
奏

、
そ

し
て
映
画

「
ひ

ミ

オ
ー
ル
ド
エ
イ
ジ
が

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に

老
人
ク
ラ
、フ
ベ
タ
ン
ク
大
会

十

一
月
八
日
、
窓

ケ
原

公
園

で
、
老

人

ク
ラ
ブ

の
ペ
タ

ン
ク
大
会

が
あ
り
ま

し
た
。

ペ
タ

ン
ク
は
、

ニ
ュ
ー

ス
ポ

ー

ツ
と

し
て
最
近
流
行
し
始
め
た
団
体
競
技
で
、

ビ

ュ
ッ
ト
と
呼
ば
れ

る
小
玉

に
向

か

っ

て
金
属

の
工
を
投
げ

、
ビ

ュ
ッ
ト
と
金

属

の
工

の
距
離

で
点
数
を
競

い
ま
す
。

相
手

の
ボ

ー

ル
を

は
じ

い
て
ビ

ュ
ッ
ト

か
ら
遠
ざ

け
る
な
ど

の
駆

け
引

き
が
重

要

で
す
。

ペ
タ

ン
ク
大
会

は
今
回
が
四
度
目
で
、

男
女
混
合

の
二
人

一
チ
ー
ム
で
四
十
六

チ
ー
ム
が
参

加

し
、
八

コ
ー
ト

に
分

か

れ

て
三
試
合
ず

つ
を
行

い
ま
し
た
。
実

力
も
ど
ん
ど
ん
向
上

し

て

い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
寒
空

の
下

で
の
開
催

と

な
り
ま
し
た
が
、
仲
良
く
声
を

か
け
合

っ
て
、
元
気

に
競
技
を
続

け
ま
し
た
。

参

加

し
た
人
か
ら
は

「
ゲ

ー
ト
ボ

ー

ル
よ
り
単
純

で

い
い
」

と

い
う
声

も
聞

か
れ
ま
し
た
。

〔結
果
〕
①
赤
坂
親
和
会
　
②

折
地
永

を

が

■

楽
会
　
③
流
清
流
会
　
④
前
津
第
二
寿

八
ム
　
⑤
山
ノ
井
中
長
寿
会

熱

演

に
拍

手

サ
ザ

ン
ク

ス
筑
後

で

筑
後
中
学
校

の
文
化
祭

め

ゆ
り

の
塔
」
上
映
、
各

ク
ラ

ス
に
よ

る
合

唱

コ
ン
ク
ー

ル
と
、
多
彩

な
催

し

が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

各

ク
ラ
ス
か
ら

の
合

唱
は
、
課
題
曲

（
一
。
二
年

の
み
）
と
自
由
曲

が
あ

り
、

そ
れ
ぞ
れ
、
生
徒

に
よ
る
指
揮

と
伴
奏

で
、
見
事

な

ハ
ー

モ

ニ
ー
を
奏

で
ま

し

た
。
ま
た
、
先
生
た
ち
も
合

唱
団
を
作

っ
て
、

コ
ー
ラ
ス
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

文
化
祭

に
は
、
保
護
者

も
約
百

人
が

加
し
、
子
ど
も
た
ち

の
熱
演

に
、
大

き

な
拍

手
を
送

っ
て

い
ま
し
た
。

〕
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合併症のひき金となる高血圧

これだけは守りたい高血圧予防10ヵ条
「血圧が高いですね」と言われても、

痛いところはないし、体調も変わらない。

「歳をとれば少なからず血圧は高くなる

ものだ」などと安易に考えていませんか。

高血圧がこわぃのは、脳卒中や心臓病

などの合併症のひき金になることです。

適切な治療と日常生活の心がけ一つで、

血圧はかなりの程度まで下げることがで

きるのです①成人病予防は、高血圧を予

防することからはじめましょう。

0Ｏ
酢
や
わ
さ
び
、

し

ょ
う

が
、

み

ょ
う
が
な
ど

の
香

辛
料
を
上
手

に
使

い
ま
し

よ
う

。
一
日

一
食

は
、
み
そ
汁
、

つ
け
も
の
な
し
の
食
事
を
。

よ］井噂柳摯貯わ町眸シ彰紳渕）

∞

0

か
ま
ば

こ
、
ち
く
わ
、

魚
肉

ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
の

ね
り
製
品
は
少
な
目
に
。

み
そ
汁

は
実
を
多

く
、

量

は
人
数

に
合

わ

せ
て

つ

く
り
ま
し

ょ
う
。

つ
け
も
の
は
、
各
自
の

皿
に
と

っ
て
食

べ
る
習
慣

土τ
。

食塩摂取を

減らす知恵

10ヵ 条

期迩

11 10日 3歳児検診 (保健セン
ター)で撮影しました。
希望者には写真を差 しあげます。
広報統計係へ連絡 してください。

載鶴
心
が

け
ま
し

ょ
う
。
減
塩
食

生
活

現
在
、

日
本

人
は

一
日
十

二

・
五
彰

の
食
塩
を

と

っ
て

い
ま
す
。
高
血

圧
を

予
防
す

る
に
は
、　
一
日
十

杉
以
内

に
、

血
圧

の
高

い
人
な
ら

一
日
八

杉
以
内

に

お
さ
え
ま
し

ょ
う
。

″
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
″
が
予

防

の
基
本

第

一
群

「
魚

、
肉

、
卵
、
大

屋

、

第

二
群

「
牛
乳
、
乳
製

品
、
骨
ご

と
食

べ
ら
れ
る
魚
」

、
第
二
群

「
緑

責
色

野

菜
」
、
第
四
群

「
そ

の
他

の
野
菜

、
果

物
」
、
第
五
群

「
米

、
パ

ン
、
め
ん
、

い
も
」
、
第
六
群

「
油
脂
」

の
六

つ
の

基
礎
食
品
を
毎

日
ま
ん
べ
ん
な
く
と
り
、

バ

ラ
ン
ス
の
よ

い
食

生
活
を

心
が
け
ま

し

よ
う
。

肥
満

は
大
敵

。

エ
ネ

ル
ギ

ー
の
と

り
す

ぎ

に
注
意

肥
満

は
、
心
臓

の
負
担
を
大

き
く
し

血

圧
を
上
昇

さ

せ
ま
す
。
菓

子
、
ジ

ュ

―

ス
類

な
ど
余
分

の

エ
ネ

ル
ギ

ー
源

と

な

る
も

の
は
、

で
き
る
だ

け
避

け
ま
し

よ
＞つ
。

ス
ト

レ
ス
は
早
目
に
解
消
し
ま
し
ょ
う

病
気
、
緊
張
、
あ

せ
り
、
心
配
ご
と

、

不
安
、
悲

し
み
、
過
労
な
ど

に
よ
る

ス

ト

レ
ス
は
高
血
圧
を
悪
化

さ

せ
ま
す
。

ス
ト

レ
ス
を

解
消

す

る

に
は
①

く
よ

く
よ
し
な

い
こ
と
　
②

仕
事

に
打

ち
込

む

こ
と
　
③

温

か

い
人
間
関
係
を

さ
ず

く

こ
と
　

④

生

き
る
喜

び
を

も

つ
こ
と

⑤
気
軽

に
人

に
相
談
す

る

こ
と
　
⑥

レ

ク
リ

エ
ー
シ

ョ
ン
、

ス
ポ

ー

ツ
な
ど

で

体
を
動

か
す

こ
と
　
⑦

十
分

に
睡
眠
を

と
る

こ
と
を

心
が
け
ま

し

ょ
う
。

毎

日
続

け
た

い

″
適
度
な
運
動
´

適
度
な
運
動

は
、
精
神

の
緊
張
を

と

き
ほ
ぐ
し
血

圧
を
下
げ

る
効
果
が
あ

り

ま
す
。

ラ
ジ

オ
体
操

、
散
歩

や
買
物

、

サ
イ

ク
リ

ン
グ
、
庭

仕
事

な
ど
、
短
時

間

で
も
毎

日
汗
を

か
く
程
度

の
運
動
を

実
行

し
ま
し

ょ
う
。

日
常
生
活
は
規
則

正
し
く

過
労
が
続

く
と

血
圧
は
上
が
り
ま
す
。

徹
夜

マ
ー
ジ

ャ
ン
、
午
前
様

の
深
酒

な

ど
は

つ
つ
し
み
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
超

過
勤
務
、
深
夜
勤
務

の
人
は
疲
れ
が
た

ま
り
や
す

い
の
で
気
を

つ
け

て
く
だ

さ

急
激

な
気
温

の
低
下

に
よ

っ
て
、
血

圧

は
上
が
り
ま
す
。
寒
冷
対
策

と
し

て

次

の

こ
と

に
注
意

し
ま
し

ょ
う
。

ｏ
暖

か

い
場
所

か
ら
、
薄
着

の
ま
ま
急

に
寒

い
場
所

に
出

な

い
こ
と
　

○
朝
、

冷

た

い
水

で
洗
顔

し
な

い
こ
と
　

○
寒

い
場
所

で
脱
衣

し
な

い
こ
と
　

〇
夜
間

の
ト
イ

レ
に
注
意
す

る

こ
と

″
定
期
的
な
血
圧
測
定

ク

で
合
併
症
を

予
防

し
ま

し

ょ
う

正
常

な
血
圧

の
人

で
も
年

２
回
、
高

い
人
な
ら
月

ュ
回
は
血
圧
測
定
を
受
け
、

自
分

の
血
圧

の
動

き
を

よ
く
知

っ
て
お

き
ま
し

ょ
う
。

酒

は
ほ
ど

ほ
ど

に

酒
を
多
く
飲
む
人

に
は
高
血
圧
者
が

多

く
、
脳
卒
中

の
発
生
も
高

ま
る
と

い

わ
れ

て

い
ま
す
。

日
本
酒

な
ら

一
、

二
合

、
ビ

ー

ル
な

ら

一
、

二
本

、

ウ

ィ
ス
キ

ー

の
ダ
ブ

ル

一
、

二
杯

が
酒

の
道
量

と

い
え

る
で
し

よ
＞フ
。

タ
バ

コ
は

「
禁
煙
」
が
理
想
で
す

タ
バ

コ
を

一
日
に
二
十
本
以
上
吸
う

と
、
次
の
よ
う
に
病
気

の
発
生
が
増
加

し
ま
す
。

心
臓
病
＝
三
倍
、
肺
が
ん
＝
十
倍
、

喉
頭
が
ん
＝
五
倍
、
食
道
が
ん
＝
三
倍
、

胃
か

い
よ
う
＝
三
倍
、
気
管
支
炎
＝
六

倍
。

し寒
冷
対
策
、
心
が
け
て
い
ま
す
か
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旧

隧

槻

日

盗

宅

優

３
口
　
木
附
外
科

（藤
島
奮
０
３
９
４
５
）

植
田
病
院

（大
和
全
０
５
１
６
１
）

１０
日
　
宮
城
耳
鼻
科

（下
北
島
奮
＠
８
７
３
３
）

吉
山
医
院

（
一
条
奮
０
３
３
７
７
）

‐７
日
　
馬
田
医
院

（二
本
松
奮
０
２
５
６
３
）

伊
藤
医
院

（溝
口
町
な
０
３
５
３
１
）

２３
日
　
中
村
ク
リ
ニ
ッ
ク
（野
町
奮
⑦
７
３
１
１
）

坂
井
医
院

（上
町
奮
０
２
５
８
６
）

２４
日
　
川
村
皮
膚
科

（秋
松
奮
０
３
０
５
１
）

永
田
医
院

（船
小
屋
ａ
０
３
２
７
１
）

３‐
日
～
１
月
３
日

筑
後
市
立
病
院
（和
泉
西
ａ
①
７
５
１
１
）

広

域

眼

科

在

宅

医

３
日
　
実
吉
眼
科

（久
留
米
市
天
神
町
奮
⑭
６
６

０
２
）

‐０
日
　
橋
本
眼
科

（小
郡
市
大
板
井
ａ
⑫
２
３
３

５
）

‐７
日
　
広
瀬
眼
科

（小
郡
市
小
郡
奮
⑫
２
７
２
１
）

２３
日
　
中
島
眼
科

（久
留
米
市
野
中
町
ａ
⑭
２
０

３
０
）

２４
日
　
一邑
田
眼
科

（八
女
市
本
村
奮
０
９
４
３
０

３
４
５
５
）

３‐
日
　
つ
む
ら
眼
科

（久
留
米
市
善
導
寺
町
奮
①

３
６
７
８
）

１
日
　
杉
田
眼
科

（久
留
米
市
国
分
町
奮
②
２
０

２
０
）

２
日
　
一昌
田
眼
科

（八
女
市
本
村
ａ
０
９
４
３
０

３
４
５
５
）

３
日
　
槙
眼
科

（久
留
米
市
城
南
町
奮
⑫
４
８
０

７
）

て
ん
や
も
の
や
イ
ン
ス

タ
ン
ト
食
品
は
、
食
塩
が

多

い
の
で
ひ
か
え
目
に
。

マ
ヨ
ネ

ー
ズ

や

ケ
チ

ャ

ッ
プ
な
ど
を
上
手

に
使

っ

て
、

お

い
し
く
食

べ
る
エ

夫
を
。

新
鮮
な
生

ぶ
り
と
り
ま鱗

0り
弗
呻
巧
す
味
、
手
づ
帯」
る村』摯

平成 7年 12月  1 日

団検診 13:30～ 14:30 保健センターで

(母子手帳を持ってきてください。受診できないと

きは保健管理課へ相談してください。)

☆乳児検診 (4ヵ 月児)

・ 22日 (金)平成7年 8月 生まれの子
保育指導や離乳食指導をします。

☆1歳半児検診

。15日 (金)平成6年 5月 生まれの子
保育指導、母子プレイ、おやつの試食会をします。

☆3歳児検診

。8日 (金)平成4年 11月 生まれの子
尿検査用の尿と記入したアンケート用紙を持って

きてください。

団各種教室

☆母親教室 保健センターで
。14日 (木 )9:00～ 12:30

初妊婦を対象に妊娠中と産後の生活指導と、新生

児の保育指導をし、母子手帳を渡します。

☆操体法講座 保健センターで
。4日 (月 )13:30～ 15:30

・ 11日 (月 )13130～ 15i30

☆松原校区健康教室 久富公民館で
・ 5日 (火)9:30～ 12:00

動脈硬化予防の食生活=講話と調理実習

☆リハビリ教室 保健センターで (バスで送迎)
。毎週水曜日 13:00～ 16:00

医師、理学療法士による訓練指導、竹ふみ、手芸

など

団各種相談

☆育児相談 (10ヵ 月児) 保健センターで
。14日 (木)13:30～ 14:30

・対象者一平成7年 2月 生まれの子

育児についての相談や保健指導を行います。

☆健康相談

・毎週水曜日 13:30～14:30 総合福祉センター

・ 1日 (金)10i30～ ■ :30 熊野公民館

・ 8日 (金)10:30～ 11:30 万才公民館
。15日 (金)10:30～ ■ :30 井田上公民館

・ 22日 (金)10:30～■ :30 常用公民館

囲1月 は………

υ問合せ=保健管理課
a04111内 線311か312

・ 5日 (金 )健康相談 10130～ 11130 熊野公民館

。9日 (火 )松原校区健康教室 13:30～ 15100

久富公民館

・ 10日 (水 )リ ハビリ教室13:00～ 16100保健センター

・ 10日 (水 )健康相談13:30～ 14:30総 合福祉センター

・ 11日 (ホ )母親教室9:00～ 12:30 保健センター

・■日(木 )育児相談13:30～ 14:30 保健センター

。12日 (金 )健康相談 10:30～ 11130 万才公民館
。12日 (金)3歳児検診13:30～ 14130保健センター

今,司 rD笛Jヨ行事
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広 報 ち く ご平成 7年 12月 1 日

戸
籍
手
数
料
の
改
定

戸
籍
謄
本
、
抄
本
な
ど
の
手
数
料
が
、

国

の
戸
籍
手
数
料
令

の

一
部

改
正

に
伴

い
、
来
年

二
月

１
日
か
ら
左

の
表

の
と

お
り
改
定

さ
れ
ま
す
。

西
牟
田
地
区

（
一
部
）
の
地
籍
調
査

登
記
事
務
完
了

平
成
４
年
度
か
ら
実
施
し
て
き
ま
し

た
、
大
字
西
牟
田
地
区
の

一
部
の
地
籍

調
査

（
国
土
調
査
）
の
登
記
が
終
わ
り

ま
し
た
。

調
査
の
終
わ

っ
た
地
区

の
土
地
を
、

今
後
分
筆
な
ど
さ
れ
る
時
は
、
新
し

い

地
籍
図
と
地
籍
簿
が
基
本
に
な
り
ま
す
。

調
査
期
間
中
、
た
く
さ
ん
の
関
係
者

の
み
な
さ
ん
に
協
力
を

い
た
だ
き
あ
り

力
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

日
今
回
登
記
が
完
了
し
た
地
区

（
大
字

西
牟
田
）

字
恭
糀
転
、
佐
藤
、
欺
忍
寺し
、
四し
庭
田だ
、

久
保
、
小
次
郎
九
、
鷲
寺
い
田
中
、
北

牟
田
、
鷲
寺
東
、
古
賀
、
た
だ
し
、
ほ

場
整
備
地
区
は
除
く

〔問
合
せ
〕
農
地
整
備
課
地
籍
係

（
奮

０

４
１
１
１
内
線
３
４
２
）

布
の
絵
本
製
作

中
央
公
民
館
図
書
室

で
は
、
布

の
絵

本
製
作
を
行

い
ま
す
。

ア
ッ
プ
リ
ケ
し
た
布
地
に
、

マ
ジ

ッ

ク
テ
ー
プ
や
ボ
タ
ン
で
絵
を
と
め
た
り
、

動
か
し
た
り
し
て
、
楽
し
く
遊
べ
る
の

が
布
の
絵
本
で
す
。
布
の
優
し
さ
と
、

手
作
り
の
良
さ
が
あ
る

「
布

の
絵
本
」

を
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

（と
き
〕
来
年
１
月
８
日
∩
、
・６
日
ω

２２
日
ω
、
２９
日
①
、
２
月
５
日
①
、
１３

日
側
の
午
前

１０
時
～
正
午
　
　
　
　
　
　
　
０

（と
こと

サ
ン
コ
ア
　

　

　

　

　

側

〔受
講
料
〕
無
料

（材
料
費
は
個
人
負

担
で
す
）

〔対
象
者
〕
市
内
に
住
ん
で

い
て
、
６

回
と
も
か
加
で
き
る
人
、
２。
人

（申
込
み

・
問
合
せ
〕
１２
月
１５
日
④
ま

で
に
中
央
公
民
館
図
書
室

（
ａ
Ｏ

・２
５

１
６
）
ヘ

フ
ラ
ワ
ー
メ
ッ
セ
福
岡
切

国
内

最
大

の
総
合

的
な
花

の
イ

ベ

ン

ト
、
第

５
回
ジ

ャ
パ

ン
フ
ラ
ワ
ー

フ

ェ

ス
テ
ィ
バ

ル
が
福
岡
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

〔と
き
〕
来
年

２
月

２３
日
④
～

２５
日
⑪

〔と

こ
ろ
〕

マ
リ

ン
メ

ッ
セ
福
岡

（
福

岡
市
博

多
区

）

〔
入
場
料
〕

▽
前
売
券
＝

８
０
０
円

▽
当

日
券
＝

一
般

ユ
、

０
０
０
円
、

シ

ル
バ

ー

（
６。
歳

～

６９
歳

）
７
０
０
円

※
中

学
生
以
下
、

７。
歳

以
上
、
障
害
者

と
介
護
者

１
人
は
入
場
無
料

で
す
。

〔前
売
券
発
売
所
）

オ

レ
ン
ジ

チ
ケ

ッ

ト
、

ロ
ー

ソ
ン
、
Ｊ
Ｒ
九
州
ジ

ョ
イ

ロ

ー

ド

ほ

か

（内
容
〕

フ
ラ
ワ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
花

屋
さ
ん
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

展
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
花

の
即
売

会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
趣
味
の
園
芸
」
ほ
か

〔問
合
せ
〕
く
わ
し

い
内
容
は
農
政
課

（
奮
０

４
１
１
１
内
線
３
３
２
）

ヘ

戸籍手数料改定内容農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

の

登
載
申
請
は
１
月
１０
日
ま
で
に

（平
成
８
年
７
月
が
委
員
の
改
選
で
す
）

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
で
投
票
す
る
　
　
作
面
積
が
１０
Ｔ

（
約
１
反
）
以
上
の
世

た
め
に
は
、
同
選
挙
人
名
簿

に
登
載
さ
　
　
帯
の
人
で
、
②
平
成
８
年
３
月
３．
日
現

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
在
、
満
２。
歳
以
上

（
昭
和
ｍ
年
４
月
１

選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
を
、
・２
月
　
　
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
で
、
③
年
間

７
日
以
降

に
農
政
区
長
さ
ん
を
通
し
て
　
　
約
６。
日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る
人
で
す
。

配
り
ま
す
の
で
、
来
年

二
月
１。
日
い
ま
　
　
耕
作
に
従
事
し
て
い
な

い
人
は
登
載
で

で
に
、
農
政
区
長
さ
ん
を
通
し
て
農
業
　
　
き
ま
せ
ん
。

委
員
会

へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
問
合

せ
は
農
業
委
員
会
事
務
局

（
奮

〔対
象
者
〕
①
農
地

（
田
や
畑
）
の
耕
　
　
０

４
１
１
１
内
線
３
２
０
）

ヘ

倅 プ

/
ノノ

市役所への問合せ
奮0942-53-4111
サンコアヘの問合せ

a0942-53-2516

こ

よ

み

人
権

週
間

（～
１０
日
）

民
生
委
員
会

■
農
業
委
員
会

市

議
会

開
会

（
予
定

）

大

雪

障
害
者

の
日

口
福
祉
講
演
会

世
界
人
権

デ
ー

セ

ー

フ

テ

ィ

ス

テ

ー

シ

ョ
ン

年

末

年

始

の
交

通

安

全

運

動

（
～

１
月

１０

日

）

溝
口
き
せ
る
祭
り

冬
至

天
皇
誕
生
日

ク

リ

ス

マ
ス

年

末

夜

警

日
官

公

庁

仕

事

納

め

３．

日

　

大

み

そ

か

４

日

５

日

６

日

７

日

９

日

１０

日

Ｈ

日

28 25 23 22 13
日 日 日 日 日

事 項
現 行
手数料
(円 )

改定額
(円 )

戸籍の謄抄本又は記録事項
証明書 呵通 400 450

除かれた戸籍の騰″少本又は

記録事項証明書 1通 700 750

戸籍に記載 した事項に関する

証明
証明事項
1件

300 350

除かれた戸籍に記載した事項.:
に関する証明

証明事項
1件

400 450

届出若しくは申請の受理の証
明書又は戸籍法第48条第2項
の書類に記載した事項の証明
書

1通 300 350

婚姻、離婚、養子縁組、養子
離縁又は認知の届出の受理に
ついて上質紙を用いた証明

1通 1,300 1,400

戸籍法第48条第2項の書類の
閲覧

書類1件 300 350



平成 7年 12月  1 日広 報 ち く ご

目
指
そ
う
′
認
定
農
業
者

市
で
は
、
本
年
３
回
目
の
認
定
申
請

を
受
付
け
ま
す
。
（
来
年
も
３
回
予
定
）

こ
の
制
度
は
、
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
法
の
新
し

い
制
度
で
、
意
欲
あ
る

農
業
者
を
市
が
認
定
し
、
関
係
機
関
が

応
援
し
て
い
き
ま
す
。

団
認
定
申
請
書
作
成
相
談
会

〔と
き
〕
・２
月
１３
日
い

▽
午
前
９
時
半

～
正
午

（
米
麦
、

い
草
、
茶
、
畜
産
部

門
）
▽
午
後
１
時
半
～
４
時

（
果
樹
、

野
菜
、
そ
の
他
部
門
）

〔と
こ
ろ
〕
東
庁
舎
３
０
１
会
議
室

団
認
定
を
受
け
る
た
め
の
要
件

今
後
農
業
を
職
業
と
し
て
い
く
、
意

欲
あ
る
農
業
者

（新
規
就
農
者
も
含
む
）

で
、
５
年
後
を
目
標
と
し
た
計
画
を

つ

く
り
市

へ
提
出
し
ま
す
。

そ
の
内
容
が
、
①
市
が
定
め
る

「
基

本
構
想
」
の
経
営
指
標
の
水
準
以
上
で

あ
る
②
目
標
を
達
成
す
る
見
込
み
が
確

実
で
あ
る
③
農
用
地
の
効
率
的

・
総
合

的
な
利
用
を
図
る
内
容
と
な

っ
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す

日
認
定
を
受
け
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト

①
農
用
地
の
利
用
集
積
の
支
援
②
税

制
上
の
特
例
③
融
資
の
優
遇
④
研
修
等

の
支
援

団
問
合
せ

・
申
込
み

農
政
課

（
奮
０

４
１
１
１
内
線
３

３

１
）

へ
耕
作
証
明
書
を
添
付
し
て
乾
月

・５
日
④
ま
で
に

経

営

セ

三

ナ

ー

商
工
会
議
所
で
は
、
企
業
経
営
者
や

社
員
を
対
象
に
経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

〔と
き
〕
・２
月
５
日
ω
　
午
後

２
時
～

〔と
こ
ろ
〕
筑
後
商
正
会
議
所
３
階

〔講
師
〕
松
崎

一
郎
氏

（
Ｐ
Ｄ
Ｄ
中
央

経
営
）

〔受
講
料
〕

▽
商
工
会
議
所
会
員
＝
１
、

０
０
０
円

▽
会
員
外
＝

２
、
０
０
０
円

（申
込
み

。
問
合
せ
〕
商
二
会
議
所
経

営
指
導
課

（
ａ
⑫

３
１
２
１
）

身
体
障
害
者
を
対
象
と
す
る

福
岡
県
職
員
採
用
試
験

県

で
は
、
身
体
障
害
者
を

対
象

と
す

る
福
岡
県

職
員
採

用
選
考
試
験
を
実
施

し
ま
す
。

〔採

用
職
種
及
び

予
定
数

〕

一
般
事
務

　

４
人

〔受
験
資
格
〕
身
体
障
害
者

手
帳

の
交

付
を
受

け
、
そ

の
障
害

の
程
度
が

１
級

～

４
級

で
次

の
す

べ
て
の
要
作

に
該
当

す
る
人

①

自
分

で
通
勤

が

で
き
、

か

つ
、
介
護

者
な
し

で
職
務

が

で
き
る
人

②
昭
和

４
年

４
月

２
日
～
昭
和

５３
年

４

月

１
日

に
生

ま
れ
た
人

③
福

岡
県
内

に
住

ん

で

い
る
人

④

活
字
印
刷
文

に
よ
る
出
題
及
び

口
頭

に
よ
る
面
接
試
験

に
対
応
で
き
る
人

〔第

一
次
試
験
日
〕
１２
月
１７
日
０

〔受
付
期
間
〕
１２
月
８
日
④
ま
で

〔申
込
み

・
問
合
せ
〕
福
岡
県
人
事
委

員
会
事
務
局
任
用
課

（
〒
８‐２

‐
７７
福
岡

市
博
多
区
東
公
園

７

１
７
な
０
９
２

・

６
４
１

・
３
８
８
３
）

（申
込
用
紙
の
配
布
場
所
〕
同
課
又
は

筑
後
農
林
事
務
所

（
和
泉
中

全
０

３
４

６
９
）

久
留
米
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

・
カ
レ
ツ
ジ

入

学

試

験

平
成
８
年
度
高
校
生
対
象
の
推
薦
試

験
と
、
短
大
以
上
対
象

の
入
学
試
験
を

実
施
し
ま
す
。

〔願
書
登
付
〕
１２
月
１
日
④
～
１８
日
⑪

〔試
験
日
〕
１２
月
２．
日
∩

（合
格
発
表
日
〕
姥
月
２６
日
ω

〔修
業
年
限
〕
２
年
間

〔募
集
定
員
〕
男
女
合
計
１
０
０
人

〔資
料
請
求

・
問
合
せ
〕
同
校
総
務
部

（
〒
８３０
久
留
米
市
南
町
４
０
１
番
地
ａ

⑫

３
３
１
と

※
ほ
か
に
も
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
お

問

い
合

せ
く
だ
さ
い
。

福
岡
県
立
大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

訓
練
生
募
集

第
と

平
成
８
年
度
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

（平
成
８
年
４
月
か
ら
１
年
訓
練
〕

▽
電
気
設
備
科
＝
３。
人
▽
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ

ス
科
＝
２。
人
▽
機
械
技
術
科
＝
１０
人

▽
溶
接
技
術
科
＝
２。
人

▽
家
屋
営
繕
科

＝
２。
人

〔対
象
者
〕
離
転
職
者
及
び
職
業
転
換

希
望
者

（
電
気
設
備
科

・
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ

ス
科
は
年
齢
制
限
が
あ
り
ま
す
）

〔受
講
料
〕
無
料

〔応
募
締
切
り
〕
来
年

２
月
２３
日
④

〔申
込
方
法
等
問
合
せ
〕
同
校

（
ａ
Ｏ

９
４
４
０

０
３
２
０
）
ま
た
は
最
寄
り

の
公
共
職
業
安
定
所

ヘ

第
４５
回
″幸
″齢
化
社
会
を

め
ざ
す
介
護
者
の
つ
ど
い

福
岡
県
痴
呆
性
老
人
を
支
え
る
家
族

の
会
で
は
、

「
〃
公
的
介
護
保
険
〃
検

証
、
介
護
家
族
の
実
態
と
現
況
を
踏
ま

え
て
」
を
開
催
し
ま
す
。

〔と
き
〕
・２
月
９
日
０
　
午
後
０
時
２。

分
～
５
時

〔と
こ
ろ
〕
サ
ン
ラ
イ

フ
久
留
米
２
階

〔内
容
〕
ｏ
ビ
デ
オ
放
映
〇
介
護
報
告

〇
ト
ー
ク
セ

ッ
シ

ョ
ン
ほ
か

〔対
象
者
）
高
齢
者
問
題
に
関
心
の
あ

る
人
、
１
０
０
人

〔資
料
代
）

▽
大
人
＝
２
、
０
０
０
円

▽
高
校
生
以
下
＝
１
、
０
０
０
円

〔問
合
せ

。
申
込
み
〕
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
住
所
、
電
話
番
号
、
所
属
等
を

明
示
し
、
１２
月
８
日
⑥
ま
で
に
藤
本
幸

男

（
筑
後
市
大
字
常
用
８
２
８

１
５
ａ

０

７
５
０
８
ＦＡＸ
兼
Ｅ

ヘ

キ

日心 配 ごと相談

団人 権 相 談
日行 政 相 談
日社 会保 険相 談

団消 費生 活相談

国家庭 児童相談

囲求 職 相 談
団子育て電話相談

毎週木曜日 13時～16時 総合福祉センター

6日 (水)10時 ～15時 サンコア
21日 (本) 9時 ～12時 サンコア
25日 (月 )10時 ～15時 商工会議所
毎週月 。水・金l召 日   市商工観光課
毎週月・水 。本 l君 日   市福祉事務所
毎過火曜日 10時～16時 市商工観光課

毎週火。本曜日 10時～16時 a53-8574

固定資産税

第 3期
‐２

月
の

国民健康保険税

第 6期

税

(17)



瑯
10月 の

人の動 き

人 口
男

女

世帯数

45,395人 (+
21,639人 (+
23,756人 (十
13,307戸 (+

90人 )

51人 )

39人 )

32戸 )

曇
10月 の

交通事故

26イ牛

26ノ、

0人

発生件数

負傷者数

死亡者数

276件 )
295人 )

4人 )
※()内は1月 から10月 までの累計です。

10月 の

火災・救急

出火件数   3件 (  30件 )
火災損害 1,168万円(11,532万円)
救急出動  90件 ( 884作 )
※()内は1月 から9月までの累計です。

平成 7年 12月 1 日

シ
リ
ー
ズ

。
い
ま
同
和
教
育
は

①

⌒

人
権
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
第
二
回
目
よ
り

熊
本
学
園
大
学
教
授
　
羽
江
忠
彦
さ
ん
の
講
演

同
和
問
題

の
解
決

と
は
、
日
本

の
社
会

や
人

々
の
心

の
中

か
ら
、
差
別
を

な
く
す

こ
と
で
あ

る

の
は

い
う
ま

で
も
な

い
こ
と
で
す
。
そ

の
た

め

に
は
、
私
た
ち
が
自
分

の
心

に
ひ
そ
ん
で

い

る
差

別
心

に
気
付

く

こ
と
が
大
事
だ

と
思

い
ま

す
。人

の
差

別

は
見

え

て
も
、
自
分

の
差
別
心

に

気
付

い
て

い
る
人
は
ご

く
少
数

で
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

差

別
者

と
は
、
差

別
事
象
を
起

こ
し
た
人
だ

け
を
言

う

の
で
は
あ

り
ま

せ
ん
。

「
あ
ん
た

の
家

は
ど

こ
の
」

「
親

の
仕
事

は

V

何
ば

し
よ

っ
と

の
」

な
ど
私
た
ち
が
何
気

な
く

言

っ
た
言
葉

で
も
、
相
手

に
よ

っ
て
は
大

い
に

傷

つ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う

に
私
た

ち
は
気

が
付

か
な

い
う
ち

に
差

別
し

て

い
る

こ

と
も
あ

る
の
で
す
。

そ
う

い
う
し
く
み
を
許

し
、
無
関
心

で

い
る

こ
と
も
差

別
を
支

え

て

い
る
も

の
の

一
つ
な

の

で
す
。

ま
た
、
送
信

と
部
落
差

別

と
は
何

の
関
係
も

な

い
よ
う

で
す
が
、
決

し

て
そ
う

で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
多

く

の
市
町
村

で
の
意
識

調
査

で
ヽ
、

慣
習
や
迷
信

に
関
す

る
態
度

と
同
和
問
題
解
決

に
対
す

る
態

度
と
は
関
係

が
深
く
、
迷
信

に
こ

だ

わ
る
人
ほ
ど
部
落
差

別
解
消

に
対
し

て
消
極

的

で
あ

る

こ
と
が
実
証

さ
れ

て

い
ま
す
。

私

た
ち
は
自
分

の
生
活

の
中

で
、

い
た
ず

ら

に
慣
習

に
流

さ
れ
ず

に
正

し

い
物

の
見
方

、
考

え
方
を
身

に

つ
け
、
自
ら

の
差
別

心
を
見

つ
め

な
が
ら
生
き
る
生
き
方
を

し
た

い
も

の
で
す
。

今
月
の
人
権
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、

「
部
落
差
別

の
現
状
と
課
題
」
で
、
講
師
は
部
落
解
放
同
盟

筑
後
地
区
協
議
会
青
年
部
、
大
橋
貞
男
さ
ん
で

す
。
十
九
日
い
午
後
七
時
半
か
ら
サ
ン
コ
ア
で

行

い
ま
す
。

そ
の
後

の
予
定
は
、　
一
月
二
十
二
日
ω

「
男

女
共
生
社
会
を
め
ざ
し
て
」
、
二
月
二
十
日
い

「
在
日
韓
国

・
朝
鮮
人
差
別
の
実
態
と
今
後

の

課
題
」
、
三
月
十
二
日
の

「
同
和
教
育
の
今
後

の
展
望
」
で
す
。

差
別
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
、
あ

な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

申
込
み
、
間
合

せ
は
教
育
委
員
会
同
和
教
育

課

（
ａ
０

４
１
１
１
内
線

４
４
１
）

へ
。

l膨

団
第
４
回
市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
成
績

（
Ｈ
月
１９
日

・
筑
後
北
中
）

▽
優
勝
＝
西
友

ク
ラ
ブ

（
西
牟
田
）
▽

準
優
勝
＝
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ

（
水
洗
）

▽
３
位
＝
レ
イ
ア
ー
ス

（
羽
犬
塚
）

舅
日
第
３３
回
壮
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
成
績

（
１０
月
２９

日
、
ｍ
月
５
日

・
筑
後
中
、
窓
ケ
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

〔
一
部
〕

▽
優
勝
＝
赤
坂
Ａ
▽
準
優
勝
＝
羽
犬
塚

ソ

フ
ト

▽
３
位
＝

一
条
、
池

ノ
本

ソ
フ
ト

〔
二
部
〕

▽
優
勝
＝
野
町

ソ
フ
ト

▽
準
優
勝
＝
鶴
田

ク
ラ
ブ

▽
３
位
＝
尾
島

ソ
フ
ト
、
上
北
島
ク
ラ
ブ

団
第
１８
回
矢
部
川
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
優
勝
者

（
ｍ

月
１９
日

・
窓
ケ
原
体
育
館
）

▽
Ａ
ダ
ブ
ル
ス
＝
諸
藤
敏
夫

・
浦
道
夫

（
ア
ポ

ロ
）

▽
Ｂ
ダ
ブ
ル
ス
＝
福
入
毅

・
岩
城
華
子

↑
え
び
せ
ん
）

▽
Ｃ
ダ
ブ
ル
ス
＝
徳
永
欽
也

・
入
部
良
子

（
水
田
）

▽
Ｄ
ダ
ブ
ル
ス
＝
近
藤
請
子

・
古
賀
智
佳

（
馬
間
田
）

▽
ミ

ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
＝
古
賀
泰
之

・
古
沢
知
子

▽
ミ

ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
＝
力
武
忠
晴

・
北
島
裕
子

団
第
４２
回
シ
ル
バ
ー
囲
碁
大
会
優
勝
者
（
１０
月
１７
日
）

Ａ
組
＝
友
添
文
夫

（
馬
間
田
南
）
Ｂ
組
＝
城
後
定
雄

（久
富
）
Ｃ
組
＝
小
田
博
喜

（
高
江
）

〓掴
抑
劇
卜
；
的
ｆ
・卜
く
ノ
，
瀬
　
印
　
刷

送
信
・風
習
に
こ
だ
わ
る
人
は

部
落
差
別
解
消
に
消
極
的

お
う郎

せ

や
‥

泰

わ

ｔヽち
π
亀

こ

”裕
」石

○

“村

Ｏ

ｅ本

　
　
Ｊ

Ｏ
　
ど

ん

と
ご
　
いた

，

ど

ち

き

き

う

向

ど

よ

童

い

の

児

か
御森

″に

つ

Ｆ

こ
の
広
報
は
再
生
紙
を
使
用
，
フ
て
い
ま
す
。

たまみ「ブルドーザとのブルブ

ル」 oデ ュケノワ「ペンギン
はつきょくへゆく」 ○つちだ
よしはる「なかよしえほん」

○ないとうくるみ「大どろぼう

ジジ・マゴ」 O富 山和子 .「お
莱は生きてぃる」 ○笑装震夫
「くいしんぼうせんちょう」

○本村裕―「とばしてあそぶ」

〔―設向き, Oコ ルデル「ソ
フィーの世界」 O日本交通公
社出版「全国市町村営の宿決定

版」 ○村上春樹「ねじまき鳥
クロニクル第 3部」 O鷲 田小
3爾太「人間の条件」 O柳 田邦
男「犠牲」 ○ギルバート「性
の女性史」 O鎌 田敏夫「29歳
のクリスマス上・下」 Oガ ー
ドナー「マエストロ上 。下」

O近代文藝社編「お父さんごめ

んなさい」 O磯村英一「終戦
五十年の秘話」

〔閉館日〕4日・11日・17日・

18日 ・23日・ 25日・28日 ～31日

]

「

外部
,ワ
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